


冷蔵庫：23％

テレビ：5％

照明：5％
温水洗浄便座：0.8％
パソコン：0.3％
待機電力：4％

夏の日中（午後2時ごろ）の消費電力
 （全世帯平均）

出典：資源エネルギー庁推計 

その他：10％

エアコン：53％

夏期の１日の電力需要（全国）

出典：資源エネルギー庁推計時刻
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桂
三
輝
さ
ん
が
落
語
を
始
め

た
の
は
、
平
成
20
年
９
月
の
こ

と
。
以
前
は
、
出
身
国
の
カ
ナ

ダ
で
劇
作
家
・
作
曲
家
と
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
手
掛
け
て
い

た
桂
三
輝
さ
ん
で
す
が
、
平
成

11
年
に
能
楽
・
歌
舞
伎
の
勉
強

の
た
め
に
来
日
し
た
際
、
知
人

に
誘
わ
れ
て
落
語
会
へ
行
っ
た

の
が
、
落
語
を
始
め
よ
う
と
し

た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

初
め
て
目
に
し
た
落
語
に
魅

了
さ
れ
、
そ
の
後
、
独
学
で
落

語
を
勉
強
。
平
成
19
年
に
は
大

阪
芸
術
大
学
大
学
院
に
入
学
し

て
落
語
の
成
り
立
ち
や
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
20

年
に
は
桂
三
枝
師
匠
に
入
門

し
、
落
語
家
・
桂
三
輝
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

住
み
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
会
社
か
ら
担
当
地
域
が
割

り
当
て
ら
れ
ま
す
が
、
三
輝
さ

ん
は
、「
三
重
に
落
語
の
修
行

に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、

お
伊
勢
参
り
を
題
材
に
し
た
古

典
落
語
も
あ
る
の
で
、
三
重
は

行
き
た
い
地
域
だ
っ
た
」
と
言

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
落
語

　

今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

お
笑
い
界
の
名
門
・
吉
本
興
業

株
式
会
社
で
は
、
若
手
芸
人
が

地
域
に
住
み
、
芸
能
活
動
を
し

な
が
ら
、
ま
ち
や
地
域
を
笑
い

で
元
気
に
し
た
り
、
盛
り
上
げ

た
り
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画

「
あ
な
た
の
街
に
住
み
ま
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
重

県
担
当
と
し
て
、
昨
年
11
月
か

ら
伊
勢
市
河
崎
に
移
り
住
み
、

三
重
県
と
伊
勢
市
を
元
気
に
し

よ
う
と
活
動
し
て
い
る
の
が
、

同
社
所
属
の
外
国
人
落
語
家
・

桂
三
輝
さ
ん
で
す
。

伊勢の元気さん！

桂  三輝
　今月号では、吉本興業株式会社所属の外国人落語家
で、昨年11月から伊勢市河崎に住んで芸能活動を続ける
桂三輝さん（42）をご紹介します。

さん

は
伝
統
芸
能
な
の
で
、
伊
勢
神

宮
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
伊
勢
で
勉
強
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
、
伊
勢
に
住
む

こ
と
を
望
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

河
崎
の
古
民
家
を
借
り
て
生

活
し
て
い
る
三
輝
さ
ん
。
住
む

所
を
探
し
て
河
崎
を
訪
れ
た
と

き
、
風
情
の
あ
る
町
並
み
を
見

て
す
ぐ
、「
こ
の
ま
ち
に
住
み

た
い
！
」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
伊
勢
は
食
べ
る
も
の
が
お

い
し
い
し
、
何
よ
り
も
人
が
優

し
い
。
地
域
の
い
ろ
ん
な
集
ま

り
に
も
呼
ん
で
も
ら
い
、
す
ご

く
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」

外国人落語家
さんしゃいん

と
伊
勢
の
ま
ち
の
良
さ
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
伊
勢
に
住
み
な
が

ら
、
三
重
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
発
信
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
は
、「
月
に

10
日
く
ら
い
は
自
宅
で
落
語
の

寄
席
を
開
い
て
、
笑
い
で
ま
ち

を
元
気
に
し
た
い
。
伊
勢
の
人

の
も
と
で
勉
強
し
な
が
ら
、
三

重
や
伊
勢
の
素
晴
ら
し
さ
を
日

本
中
・
世
界
中
へ
伝
え
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「伊勢の素晴らしさを
　　　日本中・世界中へ」

 毎日・午後10時から動画を
インターネット配信しています！

桂三輝のＹＮＮ三重チャンネル
http://www.ynn47.jp/mie/

　47都道府県で視聴者数ランキング1位を目指し
ています。三重県を1位にするために、皆さんぜ
ひご覧ください！

ケーブルテレビで
桂三輝さんが伊勢の魅力を発信！

（デジタル123ch、アナログ10ch）

　桂三輝さんが伊勢市内のキラリと輝いているも

のを見つけて紹介します。

※６月から、毎月第１・３土曜日に更新し１週間放送。

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・
　　　　　 7時・10時・翌日午前0時～

　
で
桂
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からからからからから

　

６
月
に
な
る
と
、
夏
の
風
物

詩
「
高
柳
の
夜
店
」
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
夜
店
は
大
正
時
代

に
始
ま
り
、
今
回
で
96
回
目
、

間
も
な
く
１
０
０
回
を
迎
え
よ

う
と
す
る
歴
史
あ
る
夜
店
で

す
。
末
尾
に
１イ

チ

・
６ロ

ク

・
３サ

ン

・
８パ

チ

が
付
く
日
と
毎
週
土
曜
日
の
夜

に
開
催
さ
れ
、近
隣
市
町
の
日
、

高
校
の
日
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ホ
タ

ル
が
飛
び
始
め
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
光
景

は
大
変
幻
想
的
で
す
。
市
内
で

も
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
が
あ
り
、
中
で
も
、
横

輪
町
・
矢
持
町
が
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
餌
で
あ
る

カ
ワ
ニ
ナ
は
、
き
れ
い
な
水
が

流
れ
る
所
に
し
か
生
息
で
き
ま

せ
ん
。
か
つ
て
は
市
内
各
地
で

カ
ワ
ニ
ナ
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
が
、
今
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る
環
境

を
大
切
に
守
る
た
め
に
も
、
川

を
守
り
、
ま
た
、
ホ
タ
ル
を
鑑

賞
す
る
際
に
捕
獲
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
頃
に
は
、
二
見
し
ょ
う

ぶ
ロ
マ
ン
の
森
を
は
じ
め
、
市

内
で
は
菖
蒲
の
花
が
見
頃
と
な

り
ま
す
。
ア
ジ
サ
イ
や
ス
イ
レ

ン
も
咲
き
ま
す
。

　

６
月
は
、
梅
雨
で
ジ
メ
ジ
メ

し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

抱
き
が
ち
で
す
が
、
伊
勢
市
で

は
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
き

れ
い
な
花
が
咲
き
、
心
が
豊
か

に
な
る
光
景
を
あ
ち
こ
ち
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た
め
て

「
伊
勢
っ
て
え
え
な
ぁ
」
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
米
国
の
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．で
開
催
さ
れ
た
「
全

米
桜
ま
つ
り
」
へ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
咢
堂
香
風
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
伊
勢
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
政
治
家
・
尾
崎
行
雄
氏

が
、
日
米
友
好
の
た
め
に
桜
を

贈
っ
て
か
ら
１
０
０
周
年
に
な

り
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
伊
勢
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震

災
で
米
国
の
方
々
に
支
援
し
て

い
た
だ
い
た
お
礼
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。
国
内
で
は
伊
勢
市
の

認
知
度
は
高
い
の
で
す
が
、
海

外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
外
国
人
特
派
員

協
会
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
川
県
加
賀
市
と
災

害
発
生
時
の
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
長
野
県
飯
田

市
・
愛
媛
県
西
条
市
に
続
い
て

３
件
目
の
協
定
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
寺
前
加
賀
市
長
は
、
㈳

伊
勢
市
観
光
協
会
の
観
光
御お

ん

師し

と
い
う
任
務
も
担
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
防
災
だ
け
で
は
な

く
、
観
光
面
で
も
さ
ら
に
加
賀

市
と
の
交
流
を
深
め
、
両
市
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

防
災
を
担
当
す
る
危
機
管
理

課
で
は
、
避
難
所
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
、
６
月
下
旬
か
ら

小
学
校
区
単
位
で
、「
避
難
所

を
指
定
す
る
た
め
の
基
準
」
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。（
詳

し
く
は
「
広
報
い
せ
」
６
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

避
難
所
は
、
安
全
・
安
心
で

避
難
し
や
す
い
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
指
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

伊勢市と加賀市が
災害時相互応援協定を締結
　4月20日、伊勢市と石川県加賀市は、災害時の相
互応援に関する協定を締結しました。

　この日は、伊勢市から鈴木市長と西山市議会議長

が加賀市役所を訪れ、加賀市の市長・市議会議長と

共に協定書に調印をしました。

　災害が起こったときには、被災者の救出、医療、防

疫、施設の応急

復旧などに必要

な物資・機材・車

両のほか、食料・

飲料水・生活必

需品を提供する

などの応援を行

います。

全米桜まつりの会場で観光PR
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水道週間

「さあ今日も  水と元気が  蛇口から」
（平成24年度全国標語）

６月１日㈮～７日㈭は

水道週間水道週間水道週間水道週間
　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
は
、
限
り
あ
る
資
源
と
し

て
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

市
は
、
水
道
水
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
に
安
心

し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
施
設
や
水
質
の
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　

水
道
管
の
耐
震
化
を

　
　

進
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
大
き
な
地
震
が
起

こ
っ
た
と
き
に
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
幹
線
の

水
道
管
敷
設
工
事
の
際
に
は
耐

震
管
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

 
宅
地
内
漏
水
の
早
期
発
見
を

　

宅
地
内
の
水
道
管
は
、
使
用

者
で
自
己
管
理
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
基
本
で
す
。

　

検
針
結
果
を
毎
回
確
認
し
、

水
量
に
異
常
が
あ
る
場
合
は
、

漏
水
を
し
て
い
な
い
か
ど
う

か
、
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
下
図
参
照
）

　
　

宅
地
内
水
道
施
設
の

　
　

管
理
の
お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
市
が
貸

与
し
て
個
人
が
管
理
す
る
設
備

で
す
。
破
損
な
ど
を
し
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
個
人
の
所

有
物
で
す
）

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
破

損
し
た
場
合
の
補
修
費
用
や
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
移
設
す
る
と

き
の
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
の
移
設（
大

き
く
移
設
す
る
場
合
）、
住
宅

の
建
て
替
え
や
駐
車
場
な
ど
へ

の
変
更
、
解
体
工
事
を
す
る
と

き
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
依
頼
し
、
市
に
給
水
装

置
改
造
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

宅地内の蛇口を全部閉める

水道メーターの星型のコマ（パ
イロット）が回っていれば、ど
こかで漏水している可能性が
あります。

水道メーターを確認する

漏水の修繕
　水道メーターから蛇口までの漏水調査や修繕
は、指定給水装置工事事業者へ依頼してください。

※修繕をした場合、水道料金が減額還付されることがあり
　ます。

１
２

パイロット

宅地内漏水の確認方法
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鉛
製
給
水
管
の
取
り
替
え

　

鉛
製
の
給
水
管
を
使
用
し
て

い
る
場
合
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
水
道
水
を
滞
留
さ
せ
る
と
、

基
準
を
超
え
る
鉛
が
溶
け
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
昭
和
38
年
ご
ろ

ま
で
鉛
製
の
給
水
管
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

鉛
製
の
給
水
管
を
使
用
し
て

い
る
家
庭
で
は
、「
朝
一
番
の

水
を
使
う
と
き
」
や
「
留
守
な

ど
で
長
時
間
使
用
し
な
か
っ
た

と
き
」
に
、
念
の
た
め
、
バ
ケ

ツ
一
杯
程
度
の
最
初
の
水
を
飲

用
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
根
本
的

な
解
決
策
は
、
鉛
製
の
給
水
管

を
取
り
替
え
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。

　

市
で
は
、
鉛
製
の
給
水
管
を

使
用
し
て
い
る
家
庭
の
確
認
を

進
め
、
配
水
管
の
分
岐
箇
所
か

ら
水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
ま
で
の

給
水
管
の
取
り
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
で
鉛
製
の
給
水

管
を
使
用
し
て
い
る
人
や
、
そ

の
可
能
性
の
あ
る
人
は
、
上
水

道
課
維
持
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

水
道
料
金
の
支
払
い
は

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手

間
が
か
か
ら
ず
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
入
通
知
書
を
利
用
し
、
銀

行
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
も
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
料
金
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・・
水
道
使
用
の
開
始
・
中
止
、
料
金
、
検
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
料
金
課（
☎
42
１
５
０
１
）

・・
道
路
面
漏
水
修
繕
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

…
上
水
道
課
維
持
係（
☎
42
１
５
１
２
）

・・
水
質
に
つ
い
て
…
上
水
道
課
水
源
係（
☎
㉓
３
３
６
０
）

・・
給
水
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

…
上
水
道
課
給
水
係（
☎
42
１
５
０
９
）

・・
夜
間
・
休
日
の
道
路
面
漏
水
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

…
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
㉓
３
３
６
０
）

問い合わせ水
道
施
設･

水
道
管
な
ど
の
維
持
管
理
経
費（
県
営
水
道
の
受
水
費
を
含

む
）〔
平
成
24
年
度
予
算
額
〕　

15
億
８
１
７
６
万
９
千
円

水質検査結果のお知らせ
　平成23年度に行った水質検査では、市内の各水源地・配水場に
おいて、全ての検査日・検査項目で水質基準に適合していました。
　なお、主な施設での水質検査結果は下表のとおりです。

項目 基準値 中須
水源地

宮川
水源地

五十鈴川
水源地

小俣
配水場

一般細菌 100個 /㎖以下 0個 /㎖ 0個 /㎖ 0個 /㎖ 0個 /㎖

大腸菌 検出されないこと
陰性

（不検出）
陰性

（不検出）
陰性

（不検出）
陰性

（不検出）

塩化物イオン 200㎎ /ℓ以下 6.1㎎ /ℓ 9.1㎎ /ℓ 7.8㎎ /ℓ 9.6㎎ /ℓ

有機物
〔全有機炭素（TOC）の量〕 3㎎ /ℓ以下 0.3㎎ /ℓ 0.5㎎ /ℓ 0.3㎎ /ℓ未満 0.4㎎ /ℓ

pH値 5.8 以上 8.6 以下 7.2 6.9 7.1 7.5

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 0.5 度 0.5 度未満 0.5 度未満 0.5 度未満

濁度 2度以下 0.05 度未満 0.05 度未満 0.05 度未満 0.05 度未満

残留塩素 0.1㎎ /ℓ以上 0.32㎎ /ℓ 0.31㎎ /ℓ 0.29㎎ /ℓ 0.27㎎ /ℓ

※表中の検査結果の数値は、平成 23年度の平均値です。
※他の項目も検査を行っています。詳しくは、上水道課水源係へ問い合わせてください。
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～今の“元気なあなた”をずっと維持していくために～

65歳を迎えたら
「生活不活発病」の予防に
取り組みましょう！

　いつまでも健
康的で、自分らし

い生

活を目指したい
ものですね。

　65歳からは、体に
多少の不具合が

あ

ったとしても、で
きるだけ体や頭

を積

極的に使い、活動
的な生活を心掛

ける

ことが大切にな
ってきます。

　介護予防は、元
気な今のうちか

ら継

続的に取り組む
必要があります

。

　

65
歳
か
ら
の
「
予
防
」
の

　

中
心
と
な
る
の
は
？

　

65
歳
以
上
の
人
が
、
介
護
が

必
要
と
な
る
原
因
で
最
も
多
い

の
は「
脳
血
管
疾
患
」で
す
が
、

75
歳
以
上
に
な
る
と
、「
衰
弱
」

「
転
倒
・
骨
折
」「
認
知
症
」
と

い
っ
た
、
不
活
発
な
生
活
が
も

と
と
な
っ
て
起
こ
る
可
能
性
の

高
い
も
の
が
増
え
て
き
ま
す
。

（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

　

介
護
が
必
要
と
な
る
人
の
割

合
は
、
75
歳
ご
ろ
を
境
に
急
に

健康課（☎㉗ 2435）

増
え
ま
す
。
早
め
の
対
策
と
し

て
、
65
歳
か
ら
は
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、「
衰
弱
」「
転
倒
・
骨
折
」「
認

知
症
」
の
予
防
、
す
な
わ
ち
、

不
活
発
な
生
活
に
よ
る
要
介
護

状
態
の
予
防（「
生
活
不
活
発
病
」

の
予
防
）
に
取
り
組
む
こ
と
が

特
に
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

  

65
歳
以
上
の
人
は
、

  

時
々
、生
活
や
健
康
状
態
を

  

自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　

「
生
活
不
活
発
病
」
は
、
初

期
の
頃
は
「
生
活
の
し
に
く
さ

（
生
活
の
不
具
合
）
」
と
し
て

現
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
、

病
気（
症
状
）に
気
付
き
に
く
か

っ
た
り
、「
年
の
せ
い
」
と
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
「
生
活

の
不
具
合
」
の
サ
イ
ン
に
い
ち

早
く
気
付
き
、
素
早
く
対
応
す

る
た
め
に
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
で
介
護

保
険
の
要
介
護
な
ど
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
、
一
定
の
年
齢

の
人
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

が
届
い
た
ら
、
自
分
の
生
活
や

健
康
状
態
を
振
り
返
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

〜
昨
年
度
の
集
計
結
果
か
ら
〜

　

市
が
昨
年
度
に
実
施
し
た

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

集
計
結
果
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
返
送
し
て
い
た
だ
い
た

人
の
約
４
人
に
１
人
は
、運
動
・

栄
養
・
口
腔
・
認
知
機
能
な
ど

に
お
い
て
、
不
活
発
な
生
活
を

き
っ
か
け
と
し
た
何
ら
か
の
機

能
低
下
が
疑
わ
れ
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要

性
が
特
に
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
延
べ
１
１
４
人

が
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

  

「
生
活
不
活
発
病
」予
防
の
た

  

め
に
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

が
利
用
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
必
要
性
が
特

に
高
い
人
の
た
め
の
「
介
護
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
上
手
に
活
用
し
、
機

能
の
維
持
・
回
復
・
向
上
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

介
護
予
防
は
、
元
気
な
今
の

う
ち
か
ら
継
続
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ほ
か
、
元
気
な
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
、
年
間
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
事
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

65歳～74歳

介護が必要になった原因

脳血管疾患30.9％

28.4％ 20.1％ 8.8％ 16.9％ 15.3％

3.8％ 4.0％ 0.8％
1.9％

骨・関節疾患
18.4％

骨折・転倒5.3％ 視聴覚障害1.9％
高齢による衰弱0.9％

【伊勢市介護保険認定者5,281件（平成18年12月末時点）】

認知症8.3％

その他30.4％

心疾患1.9％
呼吸器疾患2.0％

75歳以上
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基本チェックリスト
○当てはまるところにチェックを付けてください。
○あまり深く考えず、気軽な気持ちでお答えください。
○期間を定めていない質問項目については、現在の状況に
　ついて答えてください。

基本チェックリストの
結果の見方

　チェックをしたら、生活不活発病に陥るサインがないかどう
かを確認しましょう。

No.1～20のうち
　 10項目以上当てはまる
生活が不活発になっている可
能性があります

No.6～10のうち
　   3項目以上当てはまる
足腰の機能が低下して転びや
すくなっている可能性があり
ます

No.11～12の両方当てはまる
低栄養の可能性があります

生活を見直し、活
動的な生活を送り
ましょう

運動機能の向上に
取り組みましょう

栄養改善に取り組
みましょう

No.13～15のうち
　 　  2項目以上当てはまる
口腔機能が低下している可能
性があります

口腔機能の向上に
取り組みましょう

No.16・17のうち
　　　　 No.16に当てはまる
閉じこもりの傾向があります

閉じこもりの予防
を心掛けましょう

No.18～20の
   　  いずれかに当てはまる
初期の認知症の可能性があり
ます

認知症予防を心掛
けましょう

No.21～25のうち
　　　　2項目以上当てはまる
うつ傾向の可能性があります

うつの予防を心掛
けましょう

項目 No 質　問　項　目  回答（いずれかに○）
「1」に当て
はまった回
答の数

社会
参加

1 バスや電車で１人で外出していますか 0. はい 1. いいえ

/5

2 日用品の買物をしていますか 0. はい 1. いいえ
3 預貯金の出し入れをしていますか 0. はい 1. いいえ
4 友人の家を訪ねていますか 0. はい 1. いいえ
5 家族や友人の相談にのっていますか 0. はい 1. いいえ

運動
機能

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0. はい 1. いいえ

/5

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0. はい 1. いいえ
8 15分位続けて歩いていますか 0. はい 1. いいえ
9 この 1年間に転んだことがありますか 1. はい 0. いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか 1. はい 0. いいえ

栄養
11 6カ月間で 2～ 3kg 以上の体重減少がありましたか 1. はい 0. いいえ

/212 身長　　　㎝　体重　　　㎏　注 1）（BMI　　　 ） 1.
18.5 未満

0.
18.5 以上

口腔
機能

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1. はい 0. いいえ

/3
14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1. はい 0. いいえ
15 口の渇きが気になりますか 1. はい 0. いいえ

閉じ
こもり

16 週に 1回以上は外出していますか 0. はい 1. いいえ
/217 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1. はい 0. いいえ

物忘れ

18 まわりの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか 1. はい 0. いいえ

/3
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0. はい 1. いいえ
20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1. はい 0. いいえ

こころ

21（ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない 1. はい 0. いいえ

/5

22（ここ 2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった 1. はい 0. いいえ
23（ここ 2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 1. はい 0. いいえ
24（ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1. はい 0. いいえ
25（ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする 1. はい 0. いいえ

注１）BMI＝体重□㎏÷身長□m÷身長□m
　　例えば、体重60㎏、身長165㎝（1.65m）の人の場合　60÷1.65÷1.65＝22
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次
の
と
お
り「
伊
勢
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

伊勢まつり
～ みんなで盛り上げよう！～

事
業
費〔
平
成
24
年
度
〕

　

約
１
２
２
２
万
５
千
円
（
う
ち

市
負
担
金
６
５
０
万
円
）

参
加
団
体
を
募
集

　

今
年
も
、
市
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
見
て
・
参

加
し
て
・
楽
し
め
る
行
事
」
に

し
よ
う
と
、
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
「
伊
勢

ま
つ
り
」
の
企
画
・
運
営
を
し

ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
伊
勢

ま
つ
り
」
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
、
パ
レ
ー
ド
・

踊
り
・
太
鼓
・
出
展
・
出
店
な

ど
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
経
験
の
な
い
団
体
や
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
も
歓
迎
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
〜
15

日
㈮（
必
着
）に
、申
込
用
紙（
市

民
交
流
課
に
あ
り
ま
す
）
を
市

民
交
流
課
へ

と
き　

10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

と
こ
ろ　

高
柳
商
店
街
周
辺
〜

県
道
鳥
羽
松
阪
線
〜
伊
勢
市
駅

周
辺

内
容　

パ
レ
ー
ド
、
踊
り
、
太

鼓
、
出
展
、
出
店
な
ど

※
宮
川
の
河
川
敷
に
駐
車
場
を

設
け
、
ま
つ
り
会
場
ま
で
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
予
定
で

す
。

参加団体

 を募集！

市民交流課内・伊勢まつり実行委員会事務局（☎㉑ 5549）

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

近
所
の
助
け
合
い
が
大
切

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
真
っ

先
に
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
被

災
し
た
現
場
に
い
る
地
域
の
人

た
ち
で
す
。

　

過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
を
見

て
も
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
が

充
実
し
て
い
る
地
域
で
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
リ
ー
ダ
ー

の
適
切
な
指
示
や
地
域
住
民
の

防
災
行
動
に
よ
り
、
被
害
を
少

な
く
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
備
え
る

自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

災
害
時
に
は
、「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る（
自
助
）
」
が

原
則
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る（
共
助
）
」
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
共
助
の
考
え
に
基
づ
き
、

各
地
域
で
災
害
時
の
活
動
や
日

頃
の
防
災
活
動
の
中
心
と
な
る

の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
が
な
い
地
域

は
組
織
化
を
進
め
、
す
で
に
組

織
が
あ
る
地
域
は
、
備
蓄
や
訓

練
な
ど
の
防
災
活
動
を
よ
り
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
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市
内
の
山
林
・
農
地
・
遊
休

地
・
道
路
・
水
路
な
ど
に
、
ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
法
投
棄
を
し
た
場

合
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

清
掃
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け

た
ら
、
次
の
情
報
を
、
警
察
ま

た
は
清
掃
課
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

・・
発
見
し
た
日
時
・
場
所

・・
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
物

と
、
お
お
よ
そ
の
量

・・
不
法
投
棄
を
し
た
人
を
見
掛

け
た
場
合
は
、
そ
の
情
報（
車

の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
な
ど
）

※
不
法
投
棄
物
は
そ
の
ま
ま
に

し
、
警
察
な
ど
へ
持
っ
て
行
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

　

通
報
を
！

　

私
有
地
に
不
法
投
棄
を
さ
れ

た
場
合
は
、
土
地
の
所
有
者
・

管
理
者
が
撤
去
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。（
市
で
は
撤
去
し
ま

せ
ん
）

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
定

期
的
な
巡
回
、
下
草
刈
り
な
ど

の
清
掃
、
防
護
柵
や
網
の
設
置

な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　市では、不法投棄を防ぐため、次
のような対策をしています。

・・看板の設置
・・警察と協力して不法投棄者の特定

・・公有地の不法投棄物の撤去
・・監視カメラによる監視

不
法
投
棄
対
策
に
か
か
る
予
算
額

〔
平
成
24
年
度
〕　

１
３
５
万
８
千

円

市の不法投棄対策

を
進
め
る
た
め
の「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　

各
地
域
の
消
防
団
の
代
表
者

を
左
表
の
と
お
り
紹
介
し
ま

す
。
連
絡
先
な
ど
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
消
防
課（
☎
㉕
１
２

１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

消
防
団
と
の
連
携
を
！

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
消

防
機
関
で
あ
り
、そ
の
団
員
は
、

日
常
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、
水
害
や
火
災

な
ど
の
発
生
時
に
招
集
さ
れ
、

消
防
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
防
災
力
を
強
化
し
て

い
く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
連
携
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

消
防
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
持
ち
、
地
域
の
実

情
を
熟
知
し
て
い
る
消
防
団

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
連
携

消防団員名簿 （敬称略）
所属 氏名 住所 担当地域

団長 上之郷宏也 上野町 －
団本部副団長 新谷　琴江 岩渕３丁目 －
副団長第 1方面隊長 矢形　雄紀 磯町 豊浜・北浜・東大淀
副団長第 2方面隊長 大東　正幸 御薗町上條 大湊・神社・御薗
副団長第 3方面隊長 中西　将文 二見町茶屋 二見・今一色
副団長第 4方面隊長 出口　一徳 小俣町元町 小俣・明野・城田

副団長第 5方面隊長 羽田　　肇 神田久志本町
有緝・厚生・早修・
中島・修道・明倫

副団長第 6方面隊長 薮谷　忠昭 通町 進修・四郷・浜郷
副団長第 7方面隊長 久保　宗男 上野町 宮山・佐八・上野
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1

建
築
住
宅
課（
☎
㉑
５
５
９
７
）

申
し
込
み　

６
月
21
日
㈭
〜
７

月
４
日
㈬
に
、
申
込
用
紙（
申
込

期
間
中
に
建
築
住
宅
課
で
配
布

し
ま
す
）
と
必
要
書
類
を
建
築

住
宅
課
へ

必
要
書
類

・・
平
成
23
年
分
所
得
証
明
書

（
市
区
町
村
発
行
の
も
の
）

・・
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
本
籍
地
・
続
柄
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）

・・
市
区
町
村
税
完
納
証
明
書

・・
そ
の
他
、
市
が
必
要
と
す
る

書
類

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。

2

111

市
営
住
宅
・

高
齢
者
向
市
営
住
宅

入
居
者
を
募
集申

し
込
み
資
格

　

市
区
町
村
税
を
完
納
し
て
お

り
、
本
人
お
よ
び
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
人
で
、
次
の

全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

〈
市
営
住
宅
〉

・・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

・・
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
た

だ
し
、
高
齢
者
・
身
体
障
が
い

者
な
ど
条
例
で
定
め
る
人
は
、

３
Ｋ
以
下
の
住
宅
に
限
り
、
単

身
で
入
居
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

・・
収
入
基
準
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
下（
就
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
、高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
は
21
万
４
０
０

０
円
以
下
）で
あ
る

〈
高
齢
者
向
市
営
住
宅
〉

・・
市
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
先
が
あ
り
、
住
宅

に
困
っ
て
い
る

・
60
歳
以
上
の
単
身
世

帯
、
い
ず
れ
か
一
方
が

60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み

の
世
帯
、
全
員
が
60
歳

以
上
で
あ
る
親
族
の
み

の
世
帯
、
の
い
ず
れ
か

で
あ
る

・・
収
入
基
準
月
額
が
21

万
４
０
０
０
円
以
下
で

あ
る

※
こ
れ
ら
の
他
に
も
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
申
込
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市営住宅　　　　　　　　　　　　　　  　【家賃月額：4,300 円～ 64,300 円（団地および世帯の所得により異なります）】
団地名 建設年度 構造※1 部屋数 階数 給湯 トイレ エレベーター 募集戸数 単身入居

中村団地（中村町桜が丘）
昭和 46 PC平屋建 2K 1階 無 くみ取り ― 1戸 ○

昭和 47 PC4 階建 3DK 2階 無 水洗 無 2戸 ×

倭Ａ団地（倭町） 昭和 56 PC4 階建 3DK 3階 無 水洗 無 1戸 ×

倭隠岡団地（倭町） 昭和 63 RC4 階建 3DK 2階 有 水洗 無 1戸 ×

宮中横団地（浦口４丁目） 平成13 RC3 階建 2DK 3階 有 水洗 無 1戸 ○

高倉団地（二俣２丁目）
平成元 RC3階建 3DK 1階 有 水洗 無 1戸 ×

平成元 RC3階建 3DK 3階 有 水洗 無 1戸 ×

二俣団地（二俣３丁目）
平成 18 RC3 階建 2DK 1階 有 水洗 有 2戸 ○

平成 18 RC3 階建 3DK 3階 有 水洗 有 1戸 ×

万所団地（辻久留３丁目）平成 11 RC3 階建 3DK 3階 有 水洗 無 1戸 ×

旭団地（旭町） 平成 10 RC3 階建 3DK 2階 有 水洗 無 1戸 ×

西豊浜団地（西豊浜町）
昭和 52 PC3 階建 3DK 1階 無 水洗 無 1戸 ×

昭和 54 PC2 階建 2DK 1・2階※2 無 水洗 無 1戸 ○

粟野団地（粟野町）
昭和 43 PC平屋建 2K 1階 無 くみ取り ― 1戸 ○

昭和 45 PC平屋建 2K 1階 無 くみ取り ― 1戸 ○

朝熊第 1団地（朝熊町） 平成 4 PC2階建 3DK 1・2階※2 無 くみ取り 無 1戸 ×

※全ての団地に風呂・駐車場（有料で 1台のみ）があります。

高齢者向市営住宅　　　　　　　　　　　　　　　  【家賃月額：21,400円～56,700円（世帯の所得により異なります）】
団地名 建設年度 構造※1 部屋数 階数 給湯 トイレ エレベーター 募集戸数 単身入居

リバーサイドせせらぎ 平成 13 RC6 階建 2DK 1階 有 水洗 有 1戸 ○

※オール電化で、風呂・駐車場（有料で 1台のみ）があります。

※１　PC…コンクリート版プレハブ造り　　RC…鉄筋コンクリート造り
※２　部屋は２階構造となっています。

募集団地
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市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
臨
時

的
・
短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
公
益
社
団
法

人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
約
１
０
０

０
人
の
会
員
が
、
元
気
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
就
業
を
す
る

公
共
的
・
公
益
的
団
体
で
す
。

　

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
下
図
の
よ
う
な
臨

時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
仕
事

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

こ
ん
な
仕
事
を

　
　

お
手
伝
い
で
き
ま
す

伊勢市シルバー人材センターの仕事

一般的な仕事
750円～1,300円／時間

掃除・洗濯・買い物、食事の

支度・片付け、病弱者介助、

子育ての手助け、家具の移動、

お墓の清掃、植木の剪定、簡

単な大工、ペンキ塗り、左官、

草刈り・草引き、駐車場整理、

施設管理、パソコン操作、営

業、一般事務、毛筆、名簿・

台帳・伝票・書類の整理など

ワンコインサービス
（日常生活の手伝い）
30分以内500円
（最長1時間までの作業）

散歩の付き添い、ごみ出し、

窓拭き、家具の移動・組み立

て、換気扇掃除、買い物代行、

話し相手、本の返却、洗濯物

取り込み、衣類整理、植木の

水やり、室内清掃、電球の交

換、水道蛇口パッキンの交換、

手紙の代筆・代読など

　

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
人

は
、
最
寄
り
の
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人
で
、
働
く
意
欲
が
あ
る
人

入
会
方
法　

毎
月
第
２
金
曜
日

（
３
月
は
除
く
）・
午
前
10
時
か

ら
行
う
入
会
説
明
会
で
説
明
を

受
け
た
後
、
入
会
手
続
き
を
し

ま
す

※
会
員
の
技
能
・
体
力
に
応
じ

て
、
仕
事
が
選
べ
ま
す
。

※
従
事
し
た
仕
事
に
応
じ
て
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
配
分
金
が
あ
り

ま
す
。申し込み先

公益社団法人
伊勢市シルバー人材センター
 ・ 本所（☎㉓6915）
 ・ 二見支所（☎430033）
 ・ 小俣支所（☎⑳5431）

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

伊勢市シルバー人材センターへ
仕事を依頼する流れ

まずはお電話を センターへ電話し、仕事内容をお
伝えください。

仕事の調整 仕事の内容・条件などを話し合
い、金額などを決めます。

仕事の実施 センターの会員が仕事を行い、依
頼者は仕事の完了確認をします。

請求書送付 センターから請求書を送付します。

代金の支払い センターからの請求書により、代
金を支払っていただきます。

  予算額〔平成24年度〕  2,074 万 3千円
  （伊勢市シルバー人材センターへの市補
　助金）

商
工
労
政
課
（
☎
㉑
５
５
６
８
）

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

ご
利
用
を

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

ご
利
用
を
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同
会
で
は
、
２
カ
月
に
一
度

定
例
会
を
開
き
、
マ
マ
同
士
で

お
し
ゃ
べ
り
し
て
気
持
ち
を
分

か
ち
合
っ
た
り
、
年
に
一
度
の

ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
に
よ
る
講

演
会
や
、
卵
や
牛
乳
・
小
麦
を

使
わ
な
く
て
も
お
い
し
く
作
れ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
対
応
の
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
マ
マ
た
ち
の

気
持
ち
が
少
し
で
も
楽
に
な

り
、
ま
た
、
私
自
身
が
周
り
の

友
達
や
園
・
学
校
の
先
生
に
助

け
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
ア
レ

ル
ギ
ー
を
そ
の
子
の
個
性
と
し

て
周
り
の
人
に
受
け
止
め
て
も

ら
え
た
ら
…
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
増
え
つ
つ
あ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
っ
子
。「
伊
勢
ア
レ
ル
ギ

ー
っ
子
の
会
み
の
り
っ
こ
」は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ぜ
ん
そ
く

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
マ
マ
た
ち

で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、

原
因
と
な
る
食
物
を
食
べ
る

と
、発
疹
が
出
る
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
呼
吸
困
難
に
な
る
な
ど

の
危
険
を
伴
う
た
め
、母
親
は
、

自
分
が
与
え
た
食
物
が
子
ど
も

に
と
っ
て
毒
に
も
な
り
得
る
と

い
う
緊
張
を
感
じ
な
が
ら
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
品
を
買
う
時
や
外
食
す
る
時

に
も
非
常
に
気
を
使
い
ま
す

し
、
園
や
学
校
で
の
給
食
、
友

達
と
の
付
き
合
い
な
ど
、
子
ど

も
の
成
長
と
と
も
に
広
が
っ
て

い
く
社
会
生
活
の
中
で
ど
う
過

ご
し
て
い
く
の
か
…
い
ろ
い
ろ

な
思
い
や
葛
藤
は
尽
き
ま
せ
ん
。

い
く
な
ら
、会
計
の
透
明
性
や
、

誰
が
見
て
も
分
か
り
や
す
い
会

計
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
公
益

を
担
う
者
に
と
っ
て
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

い
ま
一
度
、
自
分
た
ち
の
活

動
を
見
直
し
て
、
新
会
計
基
準

を
導
入
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

あ
る
企
業
会
計
と
は
違
い
、
活

動
の
収
支
を
見
る
こ
と
が
中
心

で
あ
る
た
め
、
収
支
計
算
書
が

「
活
動
計
算
書
」
と
な
っ
た

②
今
ま
で
企
業
会
計
な
ど
に
準

拠
し
た
書
き
方
を
し
て
い
る
と

見
え
に
く
か
っ
た
事
業
内
容
を

見
や
す
く
す
る
た
め
、
事
業
ご

と
の
収
支
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
を
注
釈
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た

　

本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
と

い
う
意
見
も
多
く
あ
る
よ
う
で

す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
し
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
計
基
準
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

法
律
的
に
は
、
ま
だ
導
入
義

務
は
な
い
の
で
す
が
、
今
後
基

準
の
見
直
し
も
し
て
い
き
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
、新
し
い
会
計
基
準
に
従
い
、

会
計
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
改
正
の
趣
旨
は
次
の

２
つ
で
す
。

①
財
産
を
見
る
こ
と
が
中
心
で

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.39

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
２
３
５
万
２
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
23
年
度
〕

６
万
３
４
１
９
人

パルティ４コマ劇場
　

明
日
は

　

山
登
り
だ
。

　

た
の
し
み
だ
な
〜
。

　

え
っ
、

　

カ
エ
ル
さ
ん
た
ち
の

　

う
た
!?

　

て
る
て
る
坊
主
さ
ん

　

明
日
、
天
気
に

　

し
て
お
く
れ
。

　

恒
例
の
音
楽
会
が

　

始
ま
っ
た
よ
。

伊
勢
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
会　

み
の
り
っ
こ

（
☎
０
９
０
・
５
６
３
６
・
０
６
９
６
）

新
会
計
基
準
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開館時間  午前 9時～午後 7時

小俣図書館

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日
　　　 ６月４日㈪～ 13日㈬
　　　 〔特別整理期間〕 指定管理委託料  1億 2,060万円（平成24年度）　入館者数  49万 4,984人（平成23年度）

小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日

図書館
行こう！
へ

伊勢図書館
 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30
　　　　分～

ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読
　　　　み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　６月28日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読
　　　　み聞かせ、手遊びなど

 上映会
と　き　６月17日㈰、午後１時30
　　　　分～

ところ　２階・視聴覚室
内　容　「はらぺこあおむし」（絵
　　　　本アニメーション）

 七夕コーナー
　６月 28日㈭～７月７日㈯に七
夕飾りを設置します。短冊に願

い事を書いてみませんか。

 たなばたのねがい星
と　き　７月１日㈰、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
対　象　小学生（就学前の子ど
　　　　もは保護者同伴）

内　容　お話を読んだ後、みん
　　　　なで願いを込めてミサ

　　　　ンガを作ります

定　員　10人（先着順）
申し込み　６月16日㈯から、直接・
　　　　電話・ファクスで同館へ

 おはなし会
★たんぽぽおはなし会

　6月 9日㈯、午後 3時～
★あかちゃんおはなし会

　6月 14日㈭、午前 11時～
★ピッポの会・紙芝居

　6月 17日㈰、午前 11時～
※場所は、１階・おはなしのへや

です。

 図書館おはなし会＆工作
と　き　6月23日㈯、午後3時～
ところ　1階・おはなしのへや
対　象　3歳～小学生（就学前の
　　　　子どもは保護者同伴）

内　容　お話を読んだ後、七夕飾
　　　　りを作ります

 上映会
と　き　６月 16日㈯、午後２時～
ところ　2階・視聴覚室
内　容　「ダンボ」（アニメ、　約
　　　　64分）

 読書週間関連行事
 「みんなのおすすめ本棚」
　みんながお薦めの本を書いた
「本カード」を、模造紙の本棚に

貼って玄関に展示します。

と　き　６月７日㈭まで

 七夕コーナー
　６月 23日㈯～７月７日㈯に七
夕飾りを設置します。短冊に願い

事を書いてみませんか。

 おりひめ体験～コースター作り～
と　き　７月７日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　小学生（低学年は保護者
　　　　同伴）

内　容　段ボールで作った織り機
　　　　でコースターを作ります

定　員　５人（申し込み多数の場
　　　　合は公開抽選）

申し込み　 ６月２日㈯～７日㈭に、
　　　　直接・電話で同館へ

※公開抽選は、６月９日㈯・午後２

　時から、１階・おはなしのへやで

　行います。

 おしえて！おはなしおばさん !!
 ～藤田浩子さんに学ぶ、
 　　子どもとのふれあい～
と　き　７月 27日㈮、午前９時
　　　　30 分～（開場は午前９
　　　　時 15分）
ところ　２階・会議室
対　象　子どもとの触れ合いに関
　　　　心のある大人

内　容　おはなしおばさん・藤田
　　　　浩子さんによる手遊びや

　　　　昔話、小道具を使ったお

　　　　話、体験談など

定　員　40人（先着順）
申し込み　６月９日㈯・午前９時か
　　　　ら、直接・電話で同館へ
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一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

　

「
人
権
っ
て
何
？
」―
あ
ら
た

め
て
尋
ね
ら
れ
る
と
、
な
か
な

か
答
え
に
く
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

「
私
た
ち
が
人
間
と
し
て
与

え
ら
れ
て
い
る
権
利
」
と
言
わ

れ
て
も
、
人
間
の
権
利
に
は
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
分
か

り
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

　

権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
も
、
自
分
は
普
通
に

暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ

と
が
な
い
、
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
人
権
が
守
ら
れ
ず
に

暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
権

利
さ
え
制
限
さ
れ
る
、
暮
ら
し

に
く
い
社
会
で
生
活
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
自
身
を
大
切
に
す

る
よ
う
に
、
他
の
人
も
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め

に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
ず
、
差
別
に

よ
り
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

子
ど
も
・
女
性
・
障
が
い
の

あ
る
人
・
高
齢
者
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
守
ら
れ
る
、
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
人
権
で
は
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に「
人
権
っ
て
何
？
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
伊
勢
ま
ち
か
ど
博

物
館
の
汐し

お

湯ゆ

・
お
か
げ
風
呂
舘 

旭
湯
の
酒
徳
覚
三
さ
ん
か
ら
の

情
報
で
す
。

お
伊
勢
さ
ん
の
伝
統
文
化
再
興 

20
年
の
あ
ゆ
み
展

　

「
海
水
浴
」
と
言
え
ば
、
海

に
行
っ
て
泳
ぐ
夏
の
遊
び
の
定

番
と
い
う
の
が
一
般
的
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
海
水
浴
の
定
義
は

時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

海
水
に
入
る
行
為
と
し
て
は
、

古
事
記
に
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

が
海
水
に
身
を
浸
し
て
け
が
れ

を
洗
い
落
と
し
、
み
そ
ぎ
を
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
14（
１
８
８
１
）年
に
発

伊勢まるごと

博物館
だより②

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

行
さ
れ
た
内
務
省
の
雑
誌
に

は
、『
海
水
浴
ノ
性
質　

海
水

ハ
医
療
上
ノ
目
的
ヲ
以も

っ

テ
言
ヘ

ハ
一
種
ノ
鑛こ

う

泉せ
ん

即
す
な
わ

チ
鹽え

ん

類る
い

泉せ
ん

ト

看み

做な

ス
』
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
明
治
15（
１
８
８

２
）
年
10
月
19
日
、
夫
婦
岩
近

く
に
あ
る
立
石
崎
が
、
日
本
初

の
海
水
浴
場
と
し
て
認
定
さ

れ
、
海
の
中
で
の
「
冷
水
浴
」

や
海
水
を
温
め
た
「
温
浴
」
が

病
気
回
復
・
健
康
維
持
に
良
い

と
さ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
水
泳
を
す
る
場
所

が
川
か
ら
海
に
変
わ
っ
て
い

き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
神
仏
に

関
わ
る
行
事
・
参
拝
の
際
に
海

水
を
浴
び
て
心
身
を
清
め
る

「
み
そ
ぎ
」の
習
わ
し
は
残
り
、

体
に
良
い
と
さ
れ
て
い
た
海
水

温
浴
は
、
塩
害
に
よ
る
施
設
の

老
朽
化
な
ど
を
理
由
に
途
絶
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
旭
湯
で
は
、
こ
の

大
切
な
文
化
を
再
興
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
海
水
を
く
ん

で
き
て
、
海
水
温
浴
が
で
き
る

「
汐
湯
」
と
し
て
歩
み
始
め
ま

し
た
。

　

汐
湯
を
始
め
て
か
ら
20
年
、

日
本
初
の
海
水
浴
場
の
認
定
か

ら
１
３
０
年
の
節
目
の
年
に
、

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
企
画
展

と
き　

５
月
20
日
㈰
〜
６
月
21

日
㈭
、
正
午
〜
翌
日
午
前
０
時

30
分〔
休
館
日（
不
定
休
）
を
除

く
〕

と
こ
ろ　

汐
湯
・
お
か
げ
風
呂

舘 

旭
湯（
神
久
１
丁
目
１

－

16
、
☎
㉕
１
１
２
６
）

内
容　

海
水
を
運
ぶ
大
八
車
・

樽
の
展
示
、
こ
れ
ま
で
の
新
聞

記
事
・
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な
ど

の
展
示

観
覧
料　
無
料

※
入
浴
す
る
場
合
は
、
大
人
３

８
０
円
・
小
学
生
１
５
０
円
・

小
学
生
未
満
70
円
が
必
要
で
す
。

二見浦真景之図（明治25年）の一部
海水浴場が立石崎から賓日館前に移転した頃
の様子。左奥に賓日館、その右側「温泉」の
看板が掲げられた先に温浴施設がありました。
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伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

現
在
、
日
本
に
は
約
９
万
〜

10
万
人
の
不
法
滞
在
者
が
い
る

と
推
察
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
不

法
就
労
を
行
い
、
そ
の
一
部
は

近
年
深
刻
化
し
て
い
る
国
際
組

織
犯
罪
へ
の
関
与
を
深
め
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
就
労
を
す
る
外
国
人
は
、

日
本
の
労
働
市
場
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
風
俗
・

治
安
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
で
は
、
６
月
を
「
外
国

人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と

し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正

就
労
の
促
進
や
不
法
就
労
の
防

止
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

外
国
人
の

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
防
止

　

ま
た
、
７
月
９
日
か
ら
、
日

本
に
中
・
長
期
間
在
留
す
る
外

国
人
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
在
留

管
理
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
所

は
、
就
労
可
能
な
在
留
資
格
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
不
審
な

場
合
は
、
警
察
ま
た
は
入
国
管

理
局
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

①
在
留
カ
ー
ド
の
交
付

②
在
留
期
間
が
最
長
５
年
に
延

長③
再
入
国
許
可
制
度
の
変
更

④
外
国
人
登
録
制
度
の
廃
止

新
し
い
在
留
管
理
制
度
の
概
要

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と

は
、
仲
間
と
自
動
車
で
飲
食
店

な
ど
へ
行
く
場
合
、
仲
間
同
士

や
飲
食
店
の
協
力
を
得
て
、
お

酒
を
飲
ま
な
い
人（
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人

が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け

る
運
動
で
す
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

飲酒運転などの罰則
運転者、車両提供者
・・酒酔い運転…5年以下の懲役または100万円以下の罰金
・・酒気帯び運転…3年以下の懲役または50万円以下の罰金
酒類の提供者、車両の同乗者
・・酒酔い運転…3年以下の懲役または
　50万円以下の罰金
・・酒気帯び運転…2年以下の懲役または
　30万円以下の罰金

伊勢の旬の情報をFMラジオで発信!!「ええとこ知っとこ 伊勢」
広報広聴課（☎㉑ 5515）

　伊勢市のさまざまな観光・イベント情報、地域の

情報を発信するＦＭラジオ番組「ええとこ知っとこ　

伊勢」を、次のとおり放送しています。

　３人の専属担当者が取材を行い、伊勢市の魅力や

地域の最新情報を紹介していきます。

毎週木曜日、午後４時～４時30分

三重エフエム放送（ＦＭ三重）78.9ＭＨｚ

放送
時間

放送
チャン
ネル

予算額〔平成24年度〕  1,979万3千円（全額が県補助金を充当）

パーソナリティー
　　　荒川仁詞さん

私たちが伊
勢の魅力を

リポートし
ます！

みんな聞い
てえな！

パーソナリティー
　　　笹野美夕妃さん

ディレクター
　　　小林麻耶さん
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今
月
号
で
は
、
い
せ
ト
ピ
ア

で
活
動
し
て
い
る
２
つ
の
サ

ー
ク
ル
を
、
特
派
員
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
取
材
し
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

生涯学習センター

ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

　

平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真
ク
ラ
ブ
」
の
活

動
は
、
毎
月
１
回
、
第
３
火
曜

日
の
午
後
７
時
30
分
か
ら
、
男

性
９
人
・
女
性
２
人
の
合
計
11

人
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
代
表
は
堤
順
平
さ
ん

で
、
講
師
は
ト
ピ
ア
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
と
同
じ
南
康
幸
さ
ん
。
も

と
も
と
、
い
せ
ト
ピ
ア
で
開
催

さ
れ
て
い
た
写
真
講
座
が
母
体

と
な
り
、
ま
ず
ト
ピ
ア
フ
ォ
ト

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
そ
の
後
、

５
期
生
以
降
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
に
な
っ
て
作
っ
た
の
が
、
こ

の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真
ク
ラ
ブ
な
ん
だ

そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
ト
ピ
ア

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
と
Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真

ク
ラ
ブ
は
兄
弟
み
た
い
な
も
の

な
ん
で
す
ね
。

　

例
会
で
は
、
毎
月
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
普
段
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

撮
り
た
め
て
い
た
も
の
や
撮
影

会
で
の
写
真
な
ど
を
、
２
Ｌ
サ

イ
ズ
で
２
〜
４
枚
出
展
し
、
各

自
が
撮
影
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
ど
う
い
う
写
真
を
撮
り
た

か
っ
た
か
な
ど
を
説
明
し
て
か

ら
、
そ
の
後
全
員
で
人
気
投
票

を
行
い
、
月
間
ト
ッ
プ
賞
を
決

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
月
の
ト

ッ
プ
賞
だ
け
を
集
め
て
年
間
ト

ッ
プ
賞
を
決
め
、
そ
れ
ら
の
写

真
が
２
月
に
開
催
さ
れ
る
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
展

さ
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

毎
回
、
講
師
の
南
先
生
か
ら

は
、
出
展
さ
れ
た
一
枚
一
枚
に

つ
い
て
の
講
評
と
、「
も
っ
と

こ
う
し
た
方
が
良
い
」
と
い
う

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
例
え
ば
、
滝

の
写
真
を
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
良
い
と
思
い
、
２
〜
３
秒
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
で
撮
影

を
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
こ
れ

は
遅
す
ぎ
る
」
と
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
基
本
は
1/5
〜
1/15
秒
で

撮
影
を
し
な
い
と
水
の
質
感
が

出
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

望
遠
や
広
角
な
ど
の
レ
ン
ズ

の
使
い
方
や
、
被
写
体
の
大
き

さ
・
配
置
な
ど
の
構
図
の
取
り

方
な
ど
、
写
真
撮
影
の
奥
深
さ

を
感
じ
ら
れ
る
例
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
撮
影
会
は
季
節
の
良

い
春（
５
月
〜
６
月
）
と
秋（
10

月
〜
11
月
）
の
年
２
回
開
催
さ

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年
の

秋
は
湖こ

東と
う

三さ
ん

山ざ
ん

に
行
か
れ
た
そ

う
で
す
。

　

55
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
人
が

い
る
会
で
す
が
、
写
真
技
術
の

向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「
写
真
を
通
じ
て
和
気
あ
い
あ

い
と
、
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
い
で

す
」
と
堤
代
表
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

「
今
ま
で
で
最
高
の
思
い
出

は
？
」
と
の
質
問
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
数
年
前
の
「
お
木

曳
行
事
」
や
、
毎
年
行
わ
れ
る

初
穂
曳
の
「
川
曳
」
で
狙
い
ど

お
り
の
撮
影
が
で
き
た
時
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真
ク
ラ

ブ
の
名
前
の
由
来
で
す
が
、

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
は
「
遊
」
に
通
じ

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真
ク
ラ
ブ

（
い
せ
ト
ピ
ア
特
派
員　

岡
田
満
）

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
が
、
一
番
の
理
由
は
「
ト

ピ
ア
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」
と
の
関

係
か
ら
、
二
つ
の
名
前
を
つ
な

げ
る
と
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
＋
「
ト
ピ

ア
」
で
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
理
想

郷
）と
な
る
こ
と
だ
か
ら
と
か
。

な
る
ほ
ど
兄
弟
ク
ラ
ブ
ら
し

く
、
実
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

た
だ
今
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
写
真
ク
ラ

ブ
で
は
、
大
々
的
に
会
員
募
集

中
だ
そ
う
で
す
。
写
真
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

まな坊

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
24
年
度
〕

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数〔
平
成
23
年
度
〕
約
18
万

２
千
人
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ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
代
表

は
中
山
美
千
代
さ
ん
、
講
師
は

田
畑
た
か
子
先
生
で
す
。
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
の
講
座
終
了
後
、

平
成
22
年
12
月
に
結
成
し
て
か

ら
約
１
年
半
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
７
人
で
、

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
に
、
工
芸
室
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
１

回
１
０
０
０
円（
講
師
料
・
絵

の
具
代
を
含
む
）
で
す
。
サ
ー

ク
ル
名
は
、
発
足
し
た
12
月
の

イ
メ
ー
ジ
と
、
使
用
す
る
デ
ザ

イ
ン
に
バ
ラ
が
多
い
こ
と
か

ら
、「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

先
生
の
「
型
に
は
ま
っ
た
堅
苦

し
い
教
室
に
は
し
た
く
な
い
」

と
い
う
考
え
か
ら
、
課
題
は
毎

回
自
由
で
す
。

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト（Tole 

painting

）と
は
、
家
具
な
ど
の

木
製
品
に
、
絵
の
具
を
塗
る
手

　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

（
い
せ
ト
ピ
ア
特
派
員　

前
田
和
代
）

芸
の
こ
と
で
す
。
17
世
紀
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
でTole

（
フ
ラ
ン
ス

語
で
合
板
・
ブ
リ
キ
の
意
味
）

に
絵
を
描
い
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
１
９
４
０
年
代
後
半

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
が
完
成

し
、
ア
メ
リ
カ
で
手
芸
と
し
て

流
行
し
た
も
の
で
す
。

　

家
具
な
ど
の
木
製
品
を
長
い

間
愛
用
し
、
色
あ
せ
し
た
部
分

に
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
施
す
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
長
く
利
用

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
一
般
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在
で
は

陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
布
・
木
・
皮

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

の
基
本
的
な
作
業
手
順
を
説
明

し
ま
す
。

①
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
か
け
る

②
下
地
剤
を
塗
り
下
絵
を
写
す

③
ス
ト
ロ
ー
ク（
筆
使
い
の
組

み
合
わ
せ
）で
描
く

④
ニ
ス
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る

　

取
材
当
日
も
何
十
種
類
も
の

絵
の
具
が
置
い
て
あ
っ
て
、
す

ご
く
驚
き
ま
し
た
。
作
品
に
よ

っ
て
絵
の
具
を
使
う
数
は
変
わ

り
ま
す
が
、
１
つ
の
作
品
で
簡

単
な
も
の
だ
と
、
30
分
〜
60
分

で
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

絵
を
描
い
た
後
、
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
カ
ッ
プ
や
お
皿
に
描
い
て

家
庭
用
オ
ー
ブ
ン
で
１
６
０
度

〜
１
７
０
度
で
30
分
く
ら
い
焼

成
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
て
い
る
方
に
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
の
魅
力
に
つ
い
て

聞
い
て
み
る
と
、「
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
出
来
上

が
り
を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ

し
く
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
」「
体

験
し
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
な

の
で
、
出
来
上
が
っ
た
時
の
喜

び
や
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

来
年
２
月
に
行
わ
れ
る
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
初
参
加

に
向
け
て
、「
作
品
作
り
に
励

み
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

　

下
絵
を
参
考
に
し
て
作
品
を

仕
上
げ
る
の
で
、
絵
心
が
な
い

方
で
も
気
軽
に
入
れ
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

一
度
見
学
に
来
て
、
見
て
く
だ

さ
い
ね
。



22広報いせ ●平成24年6月１日号

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
⑲

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

　

新
し
い
地
域
自
治
の
仕
組
み
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
中
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
し
、
地

域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

４
月
１
日
、「
明
倫
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
活
動
を
始
め
て
い
る
３
地
区

（
厚
生
、
小
俣
・
明
野
、
沼
木
）
に
続
く

設
立
と
な
り
ま
す
。

　

明
倫
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
一
般
公
募
の
人
や
各
種
団
体
の

代
表
者
が
明
倫
地
区
の
将
来
像
を
考
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
「
明
倫

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
各

委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

明
倫
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
防
犯
・
防

災
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
治
会
の
枠

を
越
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
住
民

の
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
、
行
動
し
、「
愛

着
や
誇
り
の
持
て
る
住
み
よ
い
明
倫
地

区
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、

愛
着
や
誇
り
の
持
て
る
「
ふ
る
さ
と
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
も
「
地

区
み
ら
い
会
議
」
の
設
立
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
十
分
に
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの
進行により担当職員の解説を交えながらお伝えします。
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
　　　　　9時・11時～
6/1～ 30　おかげバスで出かけよう！（16日からは
手話通訳または文字による解説付き）

（　 　　　）デジタル123ch
アナログ 10ch

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア団

体の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前 0時～

番組制作・放送予算額〔平成24年度〕　2,393 万 5千円

アイティービーコミュニティチャンネル

㈱アイティービー（☎フリーコール 0120・270・089）

放送時間　午前 6時～翌日午前 2時

企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
6/2 ～ 8　年寄万歳～百歳になったら～、放課後クラ
ブ、宮川インフォメーション、もぎとぴ！－おいしい

噂調べます－、歴史街道　6/9 ～ 15　探歩々隊、ア
ニマル・パーク、プレゼントください！、レディース

アングラー、ふるさとめぐり逢い　6/16 ～ 22　ぐる
ぐるグルメ、散歩、伊勢音楽堂、８ミリフィルムに残

る風景、もっと！水の惑星紀行　6/23 ～ 29　ひよこ
くらぶ、トップに聞く、美し国の時間、日本の暮らし

のぞき箱、ふるさとめぐり逢い

※詳しくは、アイティービーのチャンネルガイド・ホームページ・電子番組表 (EPG) をご覧ください。

アイティービー・トピックス
 ・ ・月曜日 ･水曜日・金曜日の午前7時に更新
 ・ ・日曜日は１週間のダイジェスト放送

（デジタル121ch　アナログ8ch）

市議会放送
　市議会６月定例会本会議を、会議があった日の翌日の

午後２時と午後７時から放送します。

　

明
倫
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

　

設
立
さ
れ
ま
し
た

設立総会の様子
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10月１日から
清掃工場へ持ち込む場合は全て有料になります

伊勢広域環境組合（☎ 371218）

　現在、ごみを直接清掃工

場へ搬入する場合、粗大ご

みや缶・金属類などのごみ

処理手数料については、60
㎏までは無料ですが、10月
１日からは、全て有料とな

ります。（右表参照）

　市の回収に出せる物は、

なるべく市の回収へ出して

ください。

※10月から、清掃工場内の
　搬入経路も変更となりま

　す。係員の案内に従って

　ください。

■変更前
ごみの重量（計量機指示値）

10kg 20kg 30kg 40kg 50kg 60kg 70kg 80kg ～
可燃ごみ 100円 210 円 310 円 420 円 520 円 630 円 730 円 840 円～
粗大ごみ
缶・金属類  など 無料 730円 840 円～

■変更後
ごみの重量（計量機指示値）

10kg 20kg 30kg 40kg 50kg 60kg 70kg 80kg ～
可燃ごみ
粗大ごみ
缶・金属類  など

100 円 210 円 310 円 420 円 520 円 630 円 730 円 840 円～

※手数料は、10kg ごとに 100円を加算し、その金額に消費税相当額（10円未満切り
　捨て）を加算した金額です。（ただし、計量機の指示値は 10kg 単位となっています）

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆ ヘルシーバーグ ◆
材料（２人分）

１

２

３

４

５

作り方
木綿豆腐はキッチンペーパーにくるみ、まな板で挟んで水気
を切っておく。
糸寒天は30分程度水に漬けてから、手でよく搾り、みじん
切りにする。
たまねぎ・しょうがはみじん切りにし、1・2と豚ミンチ・塩・
こしょうを加え、粘り気が出るまで混ぜ合わせる。
グリーンアスパラガス・ミニトマトは、魚焼きグリルで焼く。
3を２等分して丸め、フッ素樹脂加工のフライパンで両面焼
く。
器に盛り、ケチャップ・ウスターソース・はちみつを混ぜたも
のをかける。

　揚げ物や炒め物、バター、マヨネーズ、ド
レッシングなどの油をとり過ぎていませんか？
　油や肉の脂身などに含まれる脂のとり過ぎ
は、肥満の原因になります。揚げ物の回数を
減らす、肉の脂身を取り除く、低カロリーの
マヨネーズやノンオイルドレッシングを使うな
どの工夫で肥満を予防しましょう。

一口メモ 今回のレシピのテーマは
油・脂のとり過ぎ対策です。

1人分の栄養価
177kcal/たんぱく質12.9g/脂質8.8g/塩分1.0g

市のホームページの「くらしのガイド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」でバックナン
バーを見ることができます。

低カロリー・バランス食 健康課（☎㉗ 2435）

･･･････････････ 100g
･････････････････ 80g
････････････････ 50g

･･･････････････････ 10g
･･････････････････ 10g

････ 4本
････････････････ 4個

 豚ミンチ
 たまねぎ
 木綿豆腐
 糸寒天
 しょうが
 グリーンアスパラガス
 ミニトマト

塩  ･････････････････ 小さじ１/6
こしょう ･･････････････････ 適量
ケチャップ  ･･･････････ 小さじ2
ウスターソース ････････ 小さじ１
はちみつ ･･･････････ 小さじ１/2
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
24
年
度
分
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

テ
ー
マ　

地
元
で
採
れ
る
食
材

を
使
っ
た
料
理
〜
食
改
風
「
御み

饌け

丼ど
ん

」
を
作
っ
て
み
よ
う
〜

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

６月12日㈫ 小俣保健センター 35人

６月16日㈯ 福祉健康センター 30人

６月22日㈮ ハートプラザみその 30人

６月23日㈯ 西コミュニティセンター 20人

６月28日㈭ 福祉健康センター 30人

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

　

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
健
康
管
理

や
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
に

つ
い
て
考
え
、
楽
し
く
実
践
の

こ
つ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

講
座
終
了
後
は
、
保
健
師
と

共
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
楽
し

く
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
３
日
㈫
・
８
日
㈰
・

８
月
２
日
㈭
・
17
日
㈮
・
30
日
㈭
・

９
月
７
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分（
８
月
17
日
は
午

前
10
時
30
分
〜
）〔
計
６
回
〕

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
全
講
座
に

参
加
で
き
る
人

内
容　

健
康
に
関
す
る
伊
勢
市

健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

　

過
去
10
年
間
に
三
重
県
内
で

発
生
し
た
食
中
毒
の
う
ち
、
多

く
は
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
や
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
な
ど
の
細
菌
に
よ

る
も
の
で
す
。

食
中
毒
に
ご
用
心

食中毒予防の３原則

・・食品は手際よく調理する
・・生鮮食品はできるだけ５℃以下で保存する
・・生鮮食品は冷蔵庫で保存しても２日以内に食べる
　（消費期限表示を確認する）
・・調理後は、できるだけ時間を置かずに食べる
・・布巾やタオルは、小まめに取り替え、清潔に保つ
　（漂白剤に漬け込むのも効果的）

❷細菌を「増やさない」

❸細菌を
　  「やっつける」

・・調理の前に、石けんで手を洗う
・・手に傷がある場合は、ゴム手袋を使って調理する
・・新鮮で温度管理ができている食材を使う
 ・ ・肉や魚を切った包丁・まな板をそのまま使わない
　（できれば、肉用・魚用・野菜用に分ける）
・・肉・魚・卵を触ったら、必ず石けんで手を洗う

❶細菌を「付けない」

の
状
況
、
生
活
習
慣
病
予
防
・

歯
周
病
予
防
・
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
食
生
活
・
運
動
な

ど
の
講
演
と
実
技

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

・・加熱調理や温め直しの際
　は、十分に加熱する
 ・ ・電子レンジで加熱調理を
　するときは、時々かき混
　ぜて全体を十分に加熱
　する
・・使用後の包丁やまな板な
　どは、熱湯をかけて乾燥
　させる

と
き　

６
月
28
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
か
ら
、

離
乳
食
教
室

予
算
額　

約
34
万
２
千
円（
16
回
分
）

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

　

細
菌
は
、
で
き
る
だ
け
体
内

に
取
り
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

腹
痛
や
下
痢
な
ど
を
発
症
し

た
ら
、
自
分
で
判
断
を
せ
ず
、

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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歯
周
病
は
、
む
し
歯
に
比
べ

自
覚
症
状
が
少
な
く
治
療
が
遅

れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
歯
を
失

う
原
因
の
第
１
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
歯
周
疾
患
検
診
で
は
、

受
診
者
の
90
％
以
上
の
人
に
何

ら
か
の
歯
周
病
の
症
状
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
、
こ

の
機
会
に
自
分
の
歯
茎
の
状
態

を
確
認
し
、
お
口
の
健
康
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
10

月
31
日
㈬

実
施
場
所　

下
表
の
と
お
り

対
象　

40
歳
〜
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
の
人

料
金　

無
料

持
ち
物　

健
康
保
険
証
・
健
康

手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）

※
期
間
中
に
、
１
人
１
回
し
か

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
70
歳
の
人
に
は
、「
高
齢
者

口
腔
総
合
健
康
診
査
」
を
通
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診

予
算
額　

５
９
６
万
２
千
円
（
う

ち
県
補
助
金
１
１
９
万
７
千
円
）

歯周疾患検診実施歯科医院 （50音順）
歯科医院名 所在地 電話番号 予約 歯科医院名 所在地 電話番号 予約

あい歯科クリニック 辻久留町 20-8148 　 長井歯科医院 東大淀町 37-2310 ○

あけの歯科 小俣町明野 25-8991 ○ にしやま歯科 御薗町王中島 28-2917 ○

芦野歯科医院 宮町 1丁目 28-4048 ○ 橋本歯科医院 本町 28-3859 　

荒木田歯科 樫原町 37-2161 　 タウンビル浜口歯科 宮後 1丁目 23-1911 ○

伊勢ファミリー歯科 小木町 36-2264 ○ 浜口歯科医院 岡本 3丁目 25-1608 ○

伊藤歯科 船江 1丁目 29-2020 ○ 東山歯科医院 小俣町本町 24-9500 ○

いのうえ歯科医院 西豊浜町 37-5544 ○ 平田歯科クリニック 二見町荘 44-0003 ○

いらご歯科医院 神久 1丁目 22-6001 　 平松歯科医院 八日市場町 28-3089 　

うえだ歯科クリニック竹ヶ鼻町 36-8400 ○ ふくい歯科クリニック 神久 3丁目 24-0121 ○

右京歯科 小木町 36-5677 　 藤田歯科 常磐 2丁目 24-9261 　

宇治山田歯科医院 岩渕 2丁目 21-5888 ○ ふじなみ歯科 黒瀬町 27-0033 ○

大石歯科医院 倭町 25-7186 　 ふるかわ歯科 小俣町本町 29-4180 ○

大山歯科医院 小俣町湯田 22-8080 ○ まこと歯科 小俣町相合 23-0204 ○

おかむら歯科医院 久世戸町 28-1948 ○ 増田歯科医院 小俣町本町 22-0044 ○

岡村歯科医院 浦口 2丁目 23-3567 　 松井歯科医院 吹上 2丁目 20-5800 ○

岡安歯科医院 八日市場町 28-2222 　 松崎歯科医院 宮後 3丁目 22-2566 ○

おくの歯科クリニック黒瀬町 65-7970 松葉歯科医院 御薗町高向 23-6489 　

奥村歯科 円座町 39-1515 　 松村歯科クリニック 宮後 2丁目 26-3800 ○

片山歯科医院 勢田町 23-1082 ○ マナブ歯科医院 御薗町長屋 22-8288 ○

加藤歯科医院 辻久留 2丁目 23-5252 ○ 三木歯科医院 中島 2丁目 23-9292 ○

かどや歯科 二見町西 43-4554 ○ めいりん歯科クリニック 岡本 3丁目 20-8241 　

きくち矯正歯科 御薗町長屋 26-0888 ○ 元町歯科クリニック 小俣町元町 21-0770 ○

北浜歯科クリニック 村松町 37-4870 ○ 森歯科医院 宮町 1丁目 28-4469 ○

くまがい歯科医院 旭町 25-1111 　 モリ歯科クリニック 小俣町湯田 22-8008 ○

小林歯科医院 岩渕 2丁目 28-4098 　 森歯科診療所 御薗町新開 36-0648 ○

金剛歯科医院 曽祢 2丁目 28-1560 ○ 山際歯科医院 河崎 1丁目 28-7454 ○

金剛歯科医院 宇治浦田 3丁目 27-5588 　 山口歯科医院 宮後 1丁目 28-2426 ○

佐田歯科 小俣町明野 37-5822 ○ 山口歯科医院 小俣町元町 24-2321 ○

荘司歯科医院 河崎 2丁目 28-9972 　 山崎歯科クリニック 楠部町 28-4195 ○

杉原歯科 馬瀬町 35-0805 ○ やまなかデンタルクリニック 小俣町明野 37-6480 ○

田岡歯科医院 岩渕 1丁目 24-7847 ○ 横山歯科 宮町 1丁目 28-5938 　

田川歯科 二見町山田原 43-4822 ○ 横山歯科医院 船江 4丁目 23-1080 　

田口歯科医院中須 中須町 22-4182 ○ 度会郡

田所歯科 曽祢 1丁目 28-2985 　 ささき歯科クリニック 玉城町蚊野 58-7903 ○

田端歯科医院 二俣 1丁目 28-3565 　 玉城古川歯科 玉城町勝田 58-5121 ○

冨田歯科医院 楠部町 22-8282 ○ なかにし歯科クリニック 玉城町佐田 58-1188 ○

中川歯科 神久 2丁目 23-0266 ○ なかむらデンタルクリニック 玉城町玉川 58-1182 ○

中西歯科医院 御薗町高向 23-1900 　 なんとう歯科クリニック 南伊勢町東宮 72-0824 ○

なかの歯科 楠部町 23-6480 ○ 福井歯科医院 度会町棚橋 62-1520 ○

中村歯科 吹上 2丁目 25-8801 ○ ふくだ歯科医院 玉城町田丸 58-7500 ○

中村歯科クリニック 神田久志本町 27-5555 ○ ※○…電話予約が必要。
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休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
体

制
は
、
比
較
的
軽
症
の
人
を
対

救
急
医
療
を

み
ん
な
の
力
で
守
り
ま
し
ょ
う
！

軽
症
の
場
合
は
…

「
か
か
り
つ
け
医
」
ま
た
は
「
休

日
・
夜
間
応
急
診
療
所
」
で
！

　

日
常
的
に
診
察
を
受
け
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、

軽
症
の
場
合
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
や
夜
間
の
場
合
は
、
ま
ず

は
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
連
絡

し
て
受
診
す
る
か
、「
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
」（
下
表
参

照
）
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

診療時間 診療科目 ■重症の人や左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎津 059-232-9955）

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 885 万 2千円（うち他町分担金・診療所収入 9,541 万円）

主な相談など
とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

６月  ５日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
６月  ６日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ６月 14 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

６月  ８日㈮
10:00 ～ 11:30 宮本地区コミュニティセンター ６月 21 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 沼木地区コミュニティセンター ６月 27 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

６月 12 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
③エイズ検査

13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

６月 19 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

６月 22 日㈮
10:00 ～ 11:30 神社地区コミュニティセンター

６月 28 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00 大湊地区コミュニティセンター

６月 26 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
※ 6月 8日㈮の沼木地区コミュニティセンターでの子育
　て相談は、きらら館保育士との合同開催です。13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）

象
と
す
る
「
一
次
救
急
」
と
、

緊
急
な
治
療
や
入
院
が
必
要
な

重
症
の
人
を
対
象
と
す
る
「
二

次
救
急
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
次
救
急
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

で
対
応
し
、
二
次
救
急
は
、
伊

勢
赤
十
字
病
院
と
市
立
伊
勢
総

合
病
院
が
５
対
１
の
割
合
で
輪

番
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
症
患
者
が
二
次
救
急
を
受

診
す
る
と
、
重
症
患
者
の
迅
速

な
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

伊
勢
地
域
の
救
急
医
療
体
制

を
守
る
た
め
、
適
正
な
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。

予算額　子育て相談（102回分）178万 8千円、成人健康相談（48回分）102万 9千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

　

高
齢
者
の
多
く
が
抱
え
る
膝

や
腰
の
痛
み
は
、
要
介
護
状
態

に
な
る
大
き
な
危
険
因
子
で
す
。

　

膝
や
腰
の
痛
み
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
習
得
し
、
い
つ
ま

で
も
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
21
日
㈭
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

内
容　

膝
や
腰
な
ど
の
関
節
疾

患
に
つ
い
て
の
お
話

講
師　

森
田
勝
也
さ
ん（
森
田

整
形
外
科
医
師
）

定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

約
13

万
１
千
円（
３
回
分
）

介
護
予
防
講
演
会

〜
膝
・
腰
の
痛
み
を

　

解
消
し
て
生
き
生
き
生
活
〜
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　クリーニングには、大きく分けると４つの方法が
あります。
　専用の洗濯機で、温水と弱アルカリ性洗剤を使用
し、しっかり洗うクリーニング方法を何というでし

ょう。（ワイシャツなどに適しています）

①ドライクリーニング　　②ランドリー
③ウエットクリーニング　④特殊クリーニング

　次の中から、契約が成
・
立
・
し
・
て
・
い
・
な
・
い
・
も
・
の
・
を一つ選

んでください。

①電話で「カニは好きか」と聞かれ、「好き」と答え
　たところ、代金引換でカニ（商品）が届いた。
②訪問してきた販売員に健康食品の購入を勧誘され、
　契約書に名前を書いたが、印鑑は押していない。
③近所のスーパーで食料品を購入した。
④駅で切符を購入し、電車に乗り動物園へ出掛けた。
⑤朝、水道の水で顔を洗った。

　　　　①は、水ではなく、石油系溶剤や有機溶剤
を使用するもので、油汚れをよく落とし、型崩れ・
縮みなどを防げる一方で、汗などの水溶性の汚れは
落ちにくいのが特徴です。③は、水と洗剤で洗い、
ドライクリーニングでは落としきれない水溶性の汚
れを落とします。④は、和服や毛皮・皮革製品など
に対して使われる方法です。
　それぞれの特徴を理解し、クリーニングの際の参
考にしてください。

　　　　契約は、お互いの合意で成立します。例
えば、売買契約の場合であれば、「売ります」（申し
込み）に対して「買います」（承諾）と伝えれば契約
は成立します。契約を結ぶか結ばないか、誰と契
約するか、どんな内容の契約（公序良俗に反するも
のは除く）をするかは自由です。なお、契約書など
を交わさなくても、口約束だけでも成立します。
　これらのことを念頭に考えると、①の場合は、
相手からの申し込みもなく、承諾もしていないた
め、契約は成立していません。②③は売買契約で、
印鑑を押さなくても契約は成立しています。④は
旅客運送契約です。⑤は供給契約です。電気・ガス・
水道などは契約していなければ使用できません。
　意識はしていませんが、私たちは日常生活にお
いて、さまざまな契約を行っています。「契約」とは、
法律でルールが決められた約束です。契約は、自
由にできる反面、守らなければなりません。契約
は、よく考えて慎重にしましょう。

Ｑ１の正解は②

Ｑ２の正解は①

解説

解説

伊勢市消費生活センター予算額〔平成24年度〕　797万7千円（うち県補助金556万8千円）

伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて
相談員さん！！

クイズの答え

クイズ

Ｑ２．契約関係

Ｑ１．衣類関係

シリーズ消費生活

広
告
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募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

活
動
日
時　

７
月
14
日
㈯
、
午

後
３
時
30
分
〜
11
時（
荒
天
の

場
合
は
９
月
８
日
㈯
に
延
期
）

活
動
場
所　

花
火
大
会
会
場
内

（
宮
川
河
畔
・
度
会
橋
上
流
）

対
象　

18
歳
以
上
の
人（
高
校

生
で
も
保
護
者
の
同
意
が
あ
れ

ば
可
）

内
容　

会
場
内
の
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
ご
み
分
別
案
内

募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

観
光
事
業
課（
☎
21
５
５
６
６
）

申
し
込
み　

６
月
29
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
ア
ド
レ
スkanko-jigyo@

city.ise.m
ie.jp

）
へ
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
込
書
を
同
課
へ

※
夕
食
と
飲
み
物
を
用
意
し
ま

す
。（
報
酬
や
交
通
費
は
支
給

し
ま
せ
ん
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

（
保
険
料
２
８
０
円
は
自
己
負

担
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
未
加
入
者
の
み
）

※
こ
の
活
動
は
、
ハ
ロ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み

え
の
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団

体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

「
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
」
や

「
地
域
課
題
の
解
決
」
な
ど
の

取
り
組
み
に
対
し
、「
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
事
業
」
と
し
て

事
業
を
委
託
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
事
業
プ
ラ
ン

都
市
計
画
課（
☎
21
５
５
０
９
）

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

事
業
プ
ラ
ン
を
募
集

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
区
域　

山
田
ル
ネ
サ
ン
ス

ゾ
ー
ン
地
区（
左
図
参
照
）

対
象
団
体　

市
内
に
活
動
拠
点

が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団

体
な
ど

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
直

接
ま
た
は
郵
送
で
同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

※
応
募
用
紙
・
募
集
要
領
は
、

６
月
１
日
㈮
以
降
、
同
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
委
託
料
の
上
限
は
１
件
に
つ

き
40
万
円
で
す
。

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

２
０

０
万
円

▼

 

山
田
ル
ネ
サ
ン
ス
ゾ
ー
ン
地
区

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
願
期
間　

６
月
15
日
㈮
〜
８

月
31
日
㈮

※
詳
し
い
資
料
が
必
要
な
人

は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る

か
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
津
０
５
９
・
２
３
３
・
１
１
７
０
）

放
送
大
学

学
生（
10
月
入
学
）を
募
集

広
告

伊勢赤十字病院
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対
象　

17
歳（
高
校
３
年
生
相

当
）
〜
65
歳
の
泳
げ
る
健
康
な

人期
間　

７
月
14
日
㈯
〜
８
月
26

日
㈰

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
、

受
け
付
け
な
ど

※
１
日
７
人
体
制
で
業
務
を
し

ま
す
。

時
給　

８
７
７
円

募
集
人
数　

12
人
程
度（
採
用

者
は
面
接
に
よ
り
決
定
）

申
し
込
み　

６
月
20
日
㈬
ま
で

に
、
申
込
用
紙（
同
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
）
を
同
セ
ン
タ
ー

へ※
採
用
者
を
対
象
に
、説
明
会
・

救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
☎
36
４
５
１
１
）

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

１
０

７
万
円

試
験
・
講
習

講
習
区
分　

給
油
取
扱
所

と
き　

７
月
11
日
㈬
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

定
員　

１
０
０
人

申
込
期
間　

６
月
６
日
㈬
〜
20

日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
８

３
７
８
）

※
受
講
申
請
書
な
ど
は
、
各
消

防
本
部
、
各
県
民
セ
ン
タ
ー
、

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
消

防
・
保
安
室
、
㈳
三
重
県
危
険

物
安
全
協
会
に
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
３
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

試
験
種
類

・・
甲
種
…
特
・
１
・
２
・
３
・

４
・
５
類

・・
乙
種
…
１
・
２
・
３
・
４
・

５
・
６
・
７
類

試
験
日　

８
月
５
日
㈰

試
験
場
所　
三
重
大
学（
津
市

栗
真
町
屋
町
１
５
７
７
）

申
込
期
間　

６
月
７
日
㈭
〜
18

日
㈪（
電
子
申
請
の
場
合
は
６

月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三

重
県
支
部（
☎
津
０
５
９
・
２

２
６
・
８
９
３
０
）

※
受
験
願
書
は
、各
消
防
本
部
、

消
防
署
、
各
県
民
セ
ン
タ
ー
、

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
消

防
・
保
安
室
、
㈶
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
に
あ

り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
８
）

消
防
設
備
士
試
験

資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人（
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
）

任
期　

委
嘱
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日

活
動
内
容　

ご
み
の
減
量
・
資

源
化
な
ど
に
関
す
る
審
議

募
集
人
数　

２
人
以
内

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈮
〜
29

日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応

募
用
紙
と
レ
ポ
ー
ト
を
、
直
接

ま
た
は
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

課（
〒
515

－

0505
西
豊
浜
町
６
５

４
、
ア
ド
レ
スseisou@

city.

ise.m
ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
６
月
１
日
㈮

以
降
、
電
話
な
ど
で
依
頼
の
あ

っ
た
人
に
郵
送
し
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

清
掃
課（
☎
21
５
５
４
３
）

廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
委
員
を
募
集

広
告

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕 

14
万
９

千
円

※
レ
ポ
ー
ト
は
、「
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
に
関
す
る
わ
た
し

の
考
え
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
用
紙
に
６
０
０
字
程

度
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
16
年
９
月
の
台
風
21
号

に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
、
国

は
「
宮
川
床
上
浸
水
対
策
特
別

緊
急
事
業
」
と
し
て
宮
川
の
河

川
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
工
事
が
完
成
し
た
た
め
、

次
の
と
お
り
完
成
式
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

６
月
９
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

宮
川
堤
公
園
の
上
流

側内
容　

式
典
、
施
設
見
学（
中

島
１
号
排
水
樋
管
付
近
）、
パ

ネ
ル
展
示
、
水
中
ポ
ン
プ
車
展

示 監
理
課（
☎
21
５
５
８
２
）

宮
川
改
修
工
事
の
完
成
式

　

次
の
と
お
り
、
在
職
者
を
対

象
に
、
専
門
的
知
識
お
よ
び
技

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構　

南
伊
勢
職

業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
３
１
２
１
）

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

能
・
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た
公
共
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

コ
ー
ス
・
と
き
・
定
員
・
受
講

料　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

申
し
込
み　

開
講
日
の
１
カ
月

前
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

能力開発セミナー
コース名 とき 定員 受講料

ドリル研削実践技術 8月 21日㈫～ 23日㈭（3日間） 8人 16,000円

機械加工技術
（マシニングセンタ加工編）

9月 19日㈬～ 21日㈮（3日間） 10人 14,500円

ＮＣ旋盤実践技術 11月 6日㈫～ 22日㈭（6日間） 10人 16,000円

フライス盤精密加工技術 11月 7日㈬～ 19日㈪（6日間） 8人 24,000円

被覆アーク溶接実践技術
（各種姿勢溶接）

9月 29日㈯・30日㈰（2日間） 10人 9,000 円

半自動アーク溶接実践技術
（各種姿勢編）

10月 6日㈯・7日㈰（2日間） 10人 10,000円

有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務

7月 25日㈬～ 27日㈮（3日間） 10人 14,000円

10月 31日㈬～ 11日 2日㈮（3日間）10人 14,000円

有接点シーケンス制御の実践
技術

8月 22日㈬～ 24日㈮（3日間） 10人 14,000円

鉛フリーはんだ付け技術 9月 27日㈭・28日㈮（2日間） 10人 12,000円

建築一般図作成技術（利用編）
～ JW_CAD for Windows ～

9月 4日㈫・5日㈬（2日間） 10人 10,000円

10月 2日㈫・3日㈬（2日間） 10人 10,000円

建築一般図作成技術（利用編）
～AutoCAD 2010 ～

9月 25日㈫・26日㈬（2日間） 10人 10,000円

10月 23日㈫・24日㈬（2日間） 10人 10,000円

催
し
物

と
き　

６
月
１
日
㈮
〜
７
月
８

日
㈰
の
期
間
中
の
、
１
・
６
・

３
・
８
の
付
く
日
と
毎
週
土
曜

日（
計
20
回
）

と
こ
ろ　

高
柳
商
店
街

内
容　

例
年
好
評
の
浴
衣
コ
ン

テ
ス
ト
、
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
の

ほ
か
、
近
隣
市
町
の
伝
統
や
特

産
物
の
紹
介
な
ど
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

高
柳
の
夜
店

広
告
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と
き　

６
月
16
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
総
務
課
横
会
議
室

対
象

・・
看
護
師
…
看
護
学
生
、
ま
た

は
看
護
師
免
許
を
持
っ
て
い
る

人・・
医
師
…
医
学
生
、
ま
た
は
初

期
研
修
修
了
見
込
み
の
臨
床
研

修
医

内
容　

診
療
内
容
・
看
護
部
活

動
の
説
明
、
認
定
看
護
師
に
よ

る
話

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

な
る
べ
く
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

伊
勢
総
合
病
院
総
務
課

（
☎
23
５
１
１
１
）

伊
勢
総
合
病
院

就
職
説
明
会

と
き　

６
月
23
日
㈯
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

※
１
家
族
１
人
ま
で
で
す
。

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ

ン申
し
込
み　

６
月
４
日
㈪
か
ら

同
プ
ラ
ザ
へ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」

講
習
会

お
知
ら
せ

有料広告募集中有料広告募集中
　市では、新たな財源の確保を目的に、有料広告を掲載
しています。

　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは広報広聴課
（☎㉑5515）へ問い合わせるか、市のホームページをご
覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主や商品な
どを推奨するものではありません。

広
告

　

６
月
14
日
㈭
に
、
市
・
県
民

税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

課
税
課
市
民
税
係（
☎
21
５
５
３
４
）

市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
送
付

す
。
な
お
、
給
与
か
ら
特
別
徴

収（
天
引
き
）の
方
法
で
納
付
す

る
人
に
は
、
会
社
な
ど
へ
５
月

中
に
通
知
書
を
送
付
し
、
そ
の

後
、
会
社
か
ら
納
税
者
へ
配
付

さ
れ
ま
す
。

※
昨
年
ま
で
は
、
65
歳
未
満
の

人
と
65
歳
以
上
の
人
と
で
、
違

う
日
に
送
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
同
じ
日
に
送
付
し

ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

な
い
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
控
除
が

あ
れ
ば
、
住
民
税
申
告
を
す
る

こ
と
で
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
税
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

　

市
が
所
有
す
る
公
有
財
産
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
の
一
般
競
争
入
札
で
売
却

し
ま
す
。

売
却
予
定
物　

ご
み
収
集
車
な

ど入
札
参
加
申
込
期
間　

５
月
31

日
㈭
・
午
後
１
時
〜
６
月
19
日

㈫
・
午
後
２
時

入
札
期
間　

７
月
３
日
㈫
・
午

後
１
時
〜
10
日
㈫
・
午
後
１
時

※
入
札
に
参
加
で
き
る
の
は
、

一
定
の
参
加
資
格
を
満
た
す
個

人
・
法
人
で
す
。（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｉ
Ｄ
を
取

得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

公
有
財
産
売
却
の

お
知
ら
せ
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国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
納
入
通
知
書
を
、
次
の
と

お
り
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

送
付
時
期　
６
月
中
旬（
世
帯

主
宛
て
）

■
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
・

口
座
振
替
）

　

平
成
24
年
度
の
年
間
の
国
民

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を
送
付

・・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
…

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
料
係

（
☎
21
５
５
５
１
）

・・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
５
５
５
２
）

・・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護

保
険
課（
☎
21
５
５
６
４
）

健
康
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

　

平
成
24
年
度
の
年
間
の
国
民

健
康
保
険
料
額
、
天
引
き
さ
れ

る
対
象
年
金
の
種
類
、
天
引
き

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

人
は
、
納
入
通
知
書
に
特
別
徴

収
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

※
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が

続
く
と
、
被
保
険
者
証
が
交
付

さ
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

医
療
保
険
課
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
り
離
職
し
た
人
は
、
国

民
健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

医
療
保
険
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

送
付
時
期　
７
月
中
旬（
本
人

宛
て
）

※
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に

所
得
の
申
告
が
必
要
な
人（
被

保
険
者
と
そ
の
世
帯
主
）に
は
、

６
月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
。

介
護
保
険
料

送
付
時
期　

６
月
中
旬（
本
人

宛
て
）

■
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
・

口
座
振
替
）

　

平
成
24
年
度
の
年
間
の
介
護

保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

　

平
成
24
年
度
の
年
間
の
介
護

保
険
料
額
、
天
引
き
さ
れ
る
対

象
年
金
の
種
類
、
天
引
き
額
、

仮
徴
収
額
に
変
更
が
あ
っ
た
人

は
そ
の
変
更
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

人
は
、
納
入
通
知
書
に
特
別
徴

収
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
中
に
法
務
省
の

人
権
擁
護
機
関
が
救
済
手
続
き

を
開
始
し
た
人
権
侵
犯
事
件
数

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

は
、２
万
２
１
６
８
件
で
し
た
。

事
件
の
特
徴
を
見
る
と
、
児
童

に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
や
学
校

で
の
い
じ
め
が
増
加
し
３
３
０

６
件
と
、
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

強
化
週
間
の
期
間
中
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

と
き　

６
月
25
日
㈪
〜
７
月
１

日
㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
）

相
談
専
用
電
話　

子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１

１
０
）

※
強
化
週
間
の
期
間
以
外
は
、

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
、
電

話
・
面
談
で
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、「
子

ど
も
手
当
」
は
「
児
童
手
当
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

現
況
届
の
提
出
を

　

児
童（
子
ど
も
）手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月
に

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

手
当
の
受
給
者
に
は
、
６
月

上
旬
に
案
内
な
ど
を
送
付
し
ま

す
。
案
内
な
ど
を
確
認
し
、
６

月
１
日
㈮
現
在
の
状
況
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　

６
月
１
日
㈮
〜
29

日
㈮
に
、
現
況
届
用
紙
・
必
要

書
類
を
、
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ

※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
支

こ
ど
も
課（
☎
21
５
５
６
１
）

児
童（
子
ど
も
）手
当
の

現
況
届

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
ま
ま

２
年
を
経
過
す
る
と
、
受
給
資

格
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

21
億

４
２
０
０
万
円（
う
ち
国
・
県

か
ら
の
収
入
18
億
２
０
３
８
万

２
千
円
）
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次
の
と
お
り
、
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
の
申
し
出
を
受
け

付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
31

日
㈫

申
し
出
方
法　

農
用
地
利
用
計

画
変
更
申
出
書（
調
書
）と
必
要

書
類
を
、
直
接
同
課
へ

※
申
出
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
要
件

要
件　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
こ
と

・・
農
用
地
区
域
外
に
代
替
で
き

る
土
地
が
な
い

・・
農
用
地
除
外
後
、
１
年
以
内

に
農
地
を
転
用
す
る
具
体
的
な

計
画
と
そ
の
必
要
性
が
あ
り
、

か
つ
、
除
外
す
る
土
地
の
規
模

が
適
当
で
あ
る

・・
農
用
地
区
域
の
境
界
と
除
外

し
よ
う
と
す
る
農
地
が
原
則
接

し
て
お
り
、
周
辺
の
営
農
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い

・・
農
用
地
を
除
外
す
る
こ
と
に

よ
り
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
経

営
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

農
林
水
産
課（
☎
22
０
３
７
０
）

農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
申
し
出

・・
農
業
用
用
排
水
路
な
ど
の
土

地
改
良
施
設
の
機
能
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い

・・
土
地
基
盤
整
備
事
業（
区
画

整
理
・
農
業
用
用
排
水
整
備
な

ど
）
が
完
了
し
て
か
ら
８
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る

※
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
希

望
す
る
場
合
は
、
同
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、
次
の

と
お
り
、
施
設
使
用
の
申
請
開

始
日
の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・・
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の（
☎

㉒
６
６
０
２
）
…
多
目
的
ホ
ー

ル
は
１
年
前
、
そ
の
他
の
施
設

は
２
カ
月
前
か
ら

・・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー（
☎
㉗

２
４
２
５
）…
２
カ
月
前
か
ら

生
活
支
援
課（
☎
21
５
５
５
７
）

施
設
使
用
の

申
請
開
始
日
を
変
更

　

自
治
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
、
地
域
で
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
市
が
保
険
料
を

負
担
し
て
補
償
制
度
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、

広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し

て
行
う
自
発
的
か
つ
無
報
酬
の

活
動
中
に
事
故
に
遭
っ
た
場
合

や
、
地
域
活
動
の
責
任
者
な
ど

が
誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ

た
場
合
に
、
補
償
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
万
が
一
、
事
故
な
ど
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
同

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
の
地
域
活
動
に

市
が
保
険
料
を
負
担

市
民
活
動
補
償
制
度

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

２
５

９
万
８
千
円

◆補償の対象となる主な活動
　・・地域社会活動（清掃、防犯、防災、交通安全、パトロール、祭り

　　などの活動）

　・・青少年健全育成活動（子ども会、ボーイスカウト・ガールスカウト、

　　非行防止などの活動）

　・・社会福祉・奉仕活動（社会福祉施設への慰問、手話、在宅高齢者

　　や障がい者支援などの活動）

　・・社会教育活動（スポーツ、レクリエーション、文化などの指導）

　・・市主催の上記活動に準じる事業への参加および手伝いなど

◆補償の対象外となる主な活動
　・・危険度の高いスポーツ、危険行為を伴う祭礼など

　・・政治や宗教または営利を目的とする活動

　・・懇親、趣味などを目的としたスポーツや文化活動

　・・職場や学校などの活動

　　発生した事故がこの制度の対象になるかどうかは、活動内容、
　事故状況などによります。制度の詳細は、市のホームページをご

　覧いただくか、同課へ問い合わせてください。

■傷害補償
区分 給付限度額
死　　亡 1人 200 万円

後遺障害 上限 200万円

入　　院
1日 3,000 円
（上限 180日）

通　　院
1日 2,000 円
（上限 90日）

※傷害事故に係る補償は、事故日から
　起算して 180 日以内の間に限りま
　す。

■賠償責任補償
区分 補償限度額

身 体 賠 償 1人 1億円
1事故 3億円

財 物 賠 償 1事故 1,000 万円

保管者賠償 1事故 500万円

※１事故につき5,000円は免責で自己
　負担となります。

補償の限度額
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時6月17日㈰、10:00～16:00　所生涯学習センタ
ーいせトピア　内午前：分科会、午後：全体会・

記念講演「人間らしく豊かに生きる社会に～3・
11後の情勢と新たな福祉国家の展望～」渡辺治
さん（一橋大学名誉教授）　料 900円（資料代）

第57回三重県・第51回南勢地区母親大会実行委員会
（☎津059-225-0489）

正木豊紫華　第2回民踊まつり

第57回三重県・第51回南勢地区
母親大会

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

日本民踊研究会伊勢支部・正木さん（☎28-4230）

時6月24日㈰、9:30～16:00　所観光文化会館・大
ホール　内伊勢音頭をはじめ、全国の民踊と新舞踊

（全69曲）の発表会

笑いの力を引き出そう！

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

日本笑い学会みえユーモア支部（☎津059-232-6409）

時6月16日㈯、14:00～16:00　所観光文化会館・
4階大会議室3・4　内 1．【笑いの効用】、2．笑い
と心のゆとり～「笑いの力」について、3．【笑い
ヨガでワッハッハ】　料800円（同会会員は無料）

皇學館大学夏休み子どもキャンプ
皇學館大学教育学部・叶ゼミ（☎22-8613）

時①8月3日㈮～4日㈯、②8月6日㈪～8日㈬　所皇
學館大学　対小学3年生～6年生　内①川遊び・
夕飯作り・キャンプファイア・一人寝体験など、

②2日目に伊勢市内散策ウォーキングが加わりま
す　定各25人（先着順）　料①2,000円、②3,000円
　申 6月4日㈪～7月10日㈫に、同大学教育学部研
究室（☎22-6458）へ〔申し込みは①②どちらか一
つ〕

皇學館大学月例文化講座
皇學館大学（☎22-8600）

時6月9日㈯、14:00～15:30　所皇學館大学・4号
館431教室　内講座「ケータイ文化とつながり確
認のことば」前田至剛さん（皇學館大学コミュニ

ケーション学科講師）

時日時   所場所   対対象   内内容   定定員
料料金   申申し込み

８月１日号＝６月15日㈮　８月15日号＝６月29日㈮

イベント掲示板・みんなの広場
掲載申し込み締め切り

　

気
温
が
高
く
な
る
夏
は
、
石

油
類
の
蒸
気
が
発
生
し
や
す

く
、
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
時

季
で
す
。

　

自
動
車
な
ど
の
燃
料
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
大
変
便
利
な
も
の
で
す

が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火

災
や
爆
発
な
ど
の
重
大
事
故
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り

扱
う
と
き
に
は
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。

６
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
は

危
険
物
安
全
週
間

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
３
）

　

労
働
保
険
料（
平
成
23
年
度

確
定
・
平
成
24
年
度
概
算)

の

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
０
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

年
度
更
新
は
お
早
め
に

申
告
・
納
付
期
間
は
、
６
月
１

日
㈮
〜
７
月
10
日
㈫
で
す
。

年
度
更
新
集
合
受
け
付
け

と
き　

７
月
６
日
㈮
・
９
日
㈪
・

10
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時と
こ
ろ　

伊
勢
労
働
基
準
監
督

署（
船
江
１
丁
目
12

－

16
）

お詫びと訂正
長寿課（☎㉑5559）
　「広報いせ」５月１日号・

13ページに掲載しました
「在宅支援サービス」の記

事について、在宅介護支援

センター山咲苑の電話番号

に誤りがありました。お詫

びして訂正します。
誤☎㉖2600
正☎㉓8000
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み
方相談方法　問問い合わせ

法　律　※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて　　　　　　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13：30～15：30　所広報広聴課（☎㉑ 5515）
対市内に住所を有する人　定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13：15までに広報広聴課へ来所

時 6月7日㈭、13：30～15：30　所福祉健康センター　対市
内に住所を有する人　定 4人（定員を超えた場合は抽選）申 5
月 31 日㈭～ 6月 6日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗
2425）へ来所または電話の上、相談日当日の 13：15 までに
来所

時 6月 21日㈭、13：30～15：30　所社会福祉協議会二見支
所　対市内に住所を有する人　定 4人（定員を超えた場合は
抽選）　申 6月14日㈭～ 20日㈬に、社会福祉協議会二見支
所（☎43 3994）へ来所または電話の上、相談日当日の 13：15
までに来所

時 7月 5日㈭、13：30～15：30　所小俣保健センター　対市
内に住所を有する人　定 4人（定員を超えた場合は抽選）
申 6月28日㈭～ 7月4日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎
㉗ 0509）へ来所または電話の上、相談日当日の 13：15 まで
に来所
※6月中に申し込みを開始するため、今月号に掲載しています。

消費生活・多重債務（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）
時月曜日～金曜日、9：00～12：00・13：00～16：00　所伊勢
市消費生活センター（☎㉑ 5717）
【司法書士による多重債務相談】
時 6月 21日㈭、9：30～11：30　所市役所本館・2階伊勢市
消費生活センター　定 4人（先着順）　申伊勢市消費生活セン
ター（☎㉑ 5717）へ電話（受け付けは6月1日㈮・9：00から）

交通事故
時 6月20日㈬、13：00～15：00　所広報広聴課（☎㉑ 5515）
定 4人（先着順）　申相談日当日の8：30～14：30に、広報広聴
課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、9：00～16：00　所三重県交通事故相談
窓口〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津 059・228・7350）

行　政
時 6月12日㈫、13：00～15：00　所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎42 1111）

時 6月19日㈫、13：00～15：00　所広報広聴課（☎㉑ 5515）

時 6月 26日㈫、13：00～15：00　所小俣公民館　問小俣総
合支所地域振興課（☎㉒ 7858）

登　記
時 6月12日㈫、13：00～16：00（受け付けは15：00まで）　
所広報広聴課（☎㉑ 5515）

人　権
時 6月1日㈮、13：00～16：00（受け付けは15：00まで）
所広報広聴課（☎㉑ 5515）

時火曜日・水曜日・金曜日、9：30～16：30　所津地方法務局
伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）
時 6月7日㈭、13：00～16：00（受け付けは14：00まで）
所広報広聴課（☎㉑ 5515）

家庭児童（児童虐待など）・女性（DVなど）
時月曜日～金曜日、9：00～17：00　所こども家庭相談センター
（☎㉑ 5709）

母　子
時月曜日～金曜日、9：00～17：00　所こども課（☎㉑ 5561）

乳幼児
時月曜日～金曜日、9：00 ～16：00　所大世古保育所（☎㉕
3676）

小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習など）
時月曜日～金曜日、8：30～17：15　所スマイルいせ〔小俣総
合支所・３階〕（☎㉒ 7867）
【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月曜日・10：00～17：00、火曜日・木曜日・9：00～17：00、
水曜日・金曜日・9：00～15：00　対小・中学生、保護者

青少年（非行問題など）
時月曜日～金曜日、8：30～17：15　所青少年相談センター〔小
俣総合支所・２階〕（☎㉒ 7894）

就　職
時月曜日・火曜日・木曜日～土曜日、9：00～18：00　所いせ
市民活動センター北館（いせシティプラザ）　対 40歳くらいま
での人または保護者、学校の進路担当教諭　問いせ若者就業
サポートステーション（☎63 6603）

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など）
時月曜日～金曜日・9：30～18：00、土曜日・日曜日・祝日・9：30
～16：30　所障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕 2丁目
4-9、☎⑳ 6525）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護
時月曜日～金曜日、8：30～17：15　所地域包括支援センター
（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター（☎44 1165）、西地域
包括支援センター（☎⑳ 5055）、南地域包括支援センター（☎
㉑ 0080）

時毎日24時間対応　所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒ 6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎
㉓ 8000）、正邦苑（☎38 1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑
（☎㉛ 0050）、二見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗
1155）

心配ごと
時６月６日㈬、13：30～15：30　所小俣保健センター　問社
会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）

時６月13日㈬、13：30～15：30　所福祉健康センター　問社
会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）

時６月20日㈬、13：30～15：30　所・問社会福祉協議会御薗
支所〔ハートプラザみその北側事務所棟〕（☎㉒ 6617）

時６月27日㈬、13：30～15：30　所西コミュニティセンター
問社会福祉協議会二見支所（☎43 3994）

  予算額〔平成24年度〕 5,155 万 1千円（市主催分のみ）

６月の無料相談
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